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  一 文学としての黙示録


  



  　黙示録は難解の書と称せられる。この書に対するキリスト者の興味と理解とは、早くすでに三四世紀の頃から凋落ちょうらくしたらしい。後年、信仰復興して聖書が平民の書となった宗教改革以後の時代に至っても、黙示録の地位は回復しなかった。そして今なおそうである。我らは一般のキリスト者の間にこの書が愛読せらるる傾向を少しも見出さない。否、愛読は思いもよらない、大抵の教会においてはこの書はほとんど顧みられだにしないのである。キリスト者の多数にとって、ヨハネ黙示録一巻は封ぜられたる巻物である、解くべからざる謎である。


  　何故にこの書はさほどに難解なのであるか、何故に人はここに切実なる興味を感じ得ないのであるか。その主なる理由として私は三つのものを考える。


  　第一はその内容にある。この書の取り扱う問題は、個人の胸のうちに起る波瀾よりもむしろ外側の出来事である、霊魂そのものの消息よりもむしろ世界の歴史である。人間の興味は早晩霊魂の戯曲に帰るとある人は曰うた。まことに心を惹ひくものはまた心でなければならぬ。一人の霊魂が見えざる大いなる手に翻弄せられて、あるいは底しれぬ淵に沈みあるいは光明耀々の峯に上り、波瀾万丈の行程を辿るところに無限の感興がある。殊ことに弱き者の偽らざる告白、虐げられたる者の叫び、悔改者の涙、または運命の下に破産することを拒む意思の声、もしくは優れたる者が惜しみなく己を与える愛の姿なぞは、いつの代にも新らしき力をもって人の心に訴える。ゆえにまたある人の曰うたように、人類は常に霊魂の戯曲の真実なる再現を歓迎したのである。古きギリシャ作家の悲劇がそれであった、アウガスチンの懺悔録がそれであった、ダンテがそれであった、シェークスピヤがそれであった、ゲーテもまたそれであった。しかして試みに聖書中にこの種の人間味深き文学を求めるならば、あるいはヨブ記である、あるいは詩篇である。誰かヨブの深刻きわまる煩悶に対して腹の底から惨み出るような同情と尊敬とを寄せずにいられようか。誰かダビデの涙にまみれし歌を聞いて己が心琴におのずからなる共鳴の湧き起こるを禁じ得ようか。このゆえに詩篇またはヨブ記は古いにしえより今に至るまで、キリスト者のいと近き友である。何人もこれらの雄篇からしばしば慰安と奨励とを受くることなしに信仰の途みちを進むことが出来ない。恐らく教会の地上にとどまる限り、否、人類の存在するかぎり、これらの書は絶えざる光明の提供者としてつづくであろう。人類がいつか詩篇またはヨブ記に対して興味と理解とを喪失するの日を見るであろうとは、私には遂に想像することが出来ない。


  　しかるに我らは黙示録において滅多にこの種の消息に接しないのである。そこには堕落しつつある教会に対するキリストの熱愛の叫びがある。「われ汝の行為おこないを知る、なんじは冷ややかにもあらず、熱きにもあらず、我はむしろ汝が冷ややかならんか、熱からんかを願う。かく熱きにもあらず、冷ややかにもあらず、ただ微温なまぬるきがゆえに、我なんじを我が口より吐き出いださん」といい、「見よ、我れ戸の外に立ちて叩く」という。そこには聖座みくらのまえにおのれの冠冕かんむりを投げ出して讃美する二十四人の長老の歌がある。そこには祭壇の下に大声に呼ばわりつつある殉教者の霊魂がある。曰く「聖にして真まことなる主よ、何時いつまで審さばかずして地に住む者に我らの血の復讐をなしたまわぬか」と。またそこには地の権者たちが審判を恐るるのあまり山と巌いわとに向かいて「請う、我らの上に墜ちて聖座みくらに坐したもう者のみかおより羔こひつじの怒りより我らを隠せ」と呼ぶ声があり、あるいは「人々死を求むとも見出さざる」深刻なる苦しみがある。しかしおよそこれら僅少なる断片的叙述のほか、黙示録はほとんど個人の霊魂の内的生活に触れない。その描くところは何か。あるいは教会全体の信仰的傾向である、あるいは天における神の聖座みくらとそのほとりとの光景である、あるいは数多あまたの連続せる天災的患難の発生である、あるいは天使の行動である、あるいは悪霊、悪者の活躍である、あるいはバビロンの倒壊である、あるいは羔の婚姻である、あるいは最後の審判である、しかしてまた新天新地の出現である。すなわちそこに世界の戯曲はある。しかし霊魂のそれがない。そこに光彩はある、しかし表情がない。画はある、しかし涙がない。そして黙示録が今に至るまで多くの人の興味を惹ひかなかった理由の主なるものの一つはここにあると思う。


  　人間の興味が早晩霊魂の戯曲に帰ることは確かに真理である。しかし私は更あらためて問う、ヨハネ黙示録には果たして霊魂の戯曲がないか。あるいはかえってその全篇が最も偉大なる霊魂の戯曲そのものではないか。


  　霊魂は人にある、また神にある。神は霊なりという、彼は霊魂の最大なるものであり、また実に霊魂自体である。しかして人の霊魂に戯曲があるように、神の霊魂にももちろん戯曲がある。それは戯曲中の戯曲、人類のいかなる傑作にも比較すべからざる驚くべき偉大なる戯曲である。しかも二者はその本質を均ひとしうする。何となれば人類の霊魂はもと神から出たものであるからである。我らは人類の霊魂の戯曲を解するように、神の戯曲を解し得る（程度においては甚はなはだしく異なるとも）。我らは前者に対して興味をもつように、後者に対しても興味をもち得る。しかのみならず、もしアウガスチンの曰うたように、人は神のために造られたものであるから、人の心は神のうちに憩うまで安んじないことが事実であるならばいかん。しからばすなわち人間の興味は早晩神の戯曲にまで帰らざるを得ないのである。しかして実際そうである。ふかく神の心を知った者はみなその事を経験した。見よ、キリスト者が神の摂理に対して抱くところのあの異常なる讃美と感謝とのこころを。あれはそもそも何であるか。摂理すなわち神の戯曲の発現に外ほかならない。ゆえに神を知る者にとっては、摂理の記録なる歴史に言いがたき興味がある。歴史を神の戯曲として見て、それは人の霊魂の戯曲にまさる最も偉大なる文学である。


  　黙示録は神の霊魂の戯曲である。ここには人が苦しむに先だちて彼を造りし者が苦しむ。ここには人の声の聞こえないところに救い主の叫びが聞こえる。ここには天災の陰に愛の悶えがあり、新天地の出現の裏に永遠の正義者の歓喜がある。黙示劇において主役を演ずる者は、小さき個人ではなくて、神彼自身である。彼の悲哀と歓喜と憤怒と満足と、すなわち霊魂の最も偉大なるものの消息を綴りし記録が黙示録一巻である。


  　私はかくのごとくに黙示録を見る。ゆえに私にとって黙示録の興味は決してヨブ記または詩篇に劣らない。例えばその第五章において、聖座みくらに坐したもう者の右の手にある封ぜられたる巻物を羔がすすみて受け取る場のごとき、または第二十一章において、聖なる都、新しきエルサレムが夫のために飾りたる新婦はなよめのごとく備えして神の許もとを出いで天より降くだる場のごとき、人の綴りしいかなる文学がかつてかほどに私の心を捉え得たか。ヨブ記とヨハネ黙示録としかしてダンテ神曲と、この三つを呼んで私は世界の三大文学という。甲は旧約に、乙は新約に、丙は教会に。甲は現世における個人の霊魂の戯曲として、丙は彼かの世における人類の戯曲として、しかして乙は天と地とにおける神の戯曲として。


  　第二に黙示録の理解と興味とを削そぐものはその文体にある。黙示録はいわゆる黙示文学（apocalyptic literature）の範疇に属し、その文体において極端に象徴主義である。ここにはあらゆる譬喩が充みちている。「天然と生命とのすべての部門が形象を提供する。動物界はその活物と獣とをもって――白き赤き黒き青き馬があり、羔と子牛とがあり、獅子と豹と熊とがあり、蝗いなごと蠍さそりと蛙かわずとがあり、鷲と鷹とがあり、空の鳥と海の魚とがある。植物界はその樹と草とをもって。また地と海と天とがあり、収穫、酒槽ふみなどの農業的活動があり、大都会の生活と産業があり、大軍団の進撃と潰滅とがあり、破璃はりの海は聖座みくらのまえに展のべられ、河は聖都の中を流れ、星はあるいは空に輝きあるいは地に落ち、あるいはキリストの掌中に握られあるいは婦人の頭上を飾る。……母あり、子あり、淫婦あり、その愛人あり、夫のために飾りたる新婦がある。冠をいただくもの、両刃の剣を執るもの、鉄の杖を握る牧者、鎌を挙ぐる収穫者、ラッパ吹く使、間竿けんざおのぶる測り手、曰く何、曰く何、曰く何」。


  　思想を露骨に表白すべき平明なる文字を避けて、これら目まぐるしき譬喩の衣を纏まとうときに、いかなる文学もその意味は晦渋かいじゅうに、その興味は索然さくぜんとなるを免れない。いわんや常識の眼には奇異にうつる形象も少なくないにおいてをや。黙示録の象徴主義は新約においては全く比倫ひりんを見ず、旧約においてさえ、例えばダニエル書のごときをもってしてなお遠く及ばざるところであることを思えば、多くの人がこの書に躓くは怪しむに足りない。


  　しかしながら譬喩文学必ずしも難解ならず、象徴主義必ずしも索莫さくばくたらずである。否、かえって譬喩の本領は理解を適切ならしむるにあり、象徴の貴さは説明の及ばざる興趣きょうしゅを添えるところにある。誰かイエスの垂訓がその自由なる譬喩のゆえに何人の胸にも喰い込む鋭き力あることを知らないであろうか。誰かダビデの牧羊詩がその野趣あふるる象徴のゆえに永久にうつろわざる新鮮味を備えることを認めないであろうか。けだし譬喩または象徴はもと人生哲学の産物である。人生は「偶然」の団塊かたまりではなくして、微妙なる法則の織物であることを知るときに、我らの眼は同じ法則によって支配せらるる現象と現象との類例に気付かざるを得ない。さらに道徳界の法則と自然界の法則とがいずれも同じ神の意思より成ることを知るに及びて、我らの眼に触るる万象に限りなき発言あるを見出すのである。たとえば水流のほとりに植えられし樹に、神を信ずる者の福祉さいわいのおもかげあり、屠場ほふりばに牽ひかるる無言の羔に世の罪を負う者の犠牲の預言がある。播かず刈らず貯たくわえずして楽しむ空の鳥、力つとめず紡つむがずしてその装い栄華の極みのソロモンにもまさる野の百合に、人の思いわずらいを嘲る最も雄弁なる声があるではないか。


  　「信仰によりて我等は悟る、もろもろの世界は神の言ことばにて造られ、見ゆる物は顕わるる物より成らざるを」（ヘブル一一の三）。見ゆる物は顕わるる物より成るのでない、もろもろの世界は神の言ことばによって造られる。しかして言ことばはこころの表現である。よって知る、見ゆる物の世界は顕われざる心の世界より成ることを。物質は精神の譬喩であり、天然は霊魂の象徴である。何故に我々の心あやしきまで天然に惹ひき付けられるのか。何故に武蔵野の丘と林と雲とは夕ごとに私を書斎からおびき出さずにはやまないのか。何故にそれらの生命いのちなきものが時として私の眼から涙をさえ引き出すに至るのか。もし自然が霊魂のために発言しないならば、もし天と地とが造物者の意中を語らないならば、私は私の心理の健康を疑わざるを得ない。しかし預言者エレミヤは一本の早咲きの巴旦杏はたんきょうに、速やかに言ことばを行わんとする神を見た（エレミヤ一の一一、一二）。詩人ブライアントは「際はてしなき空を翔かけりて帯より帯へと導かれゆく水禽」に、おのが独ひとりなるさびしき長き途みちの平安を思うた。万物は神の戯曲を語る。使徒ヨハネがその比たぐいなき黙示録を綴るべく極端なる象徴主義を採ったことは、かえってこの書の正しき理解と感興かんきょうとを増進するゆえんではなかったか。


  　しかのみならず、注意すべきは黙示録と旧約との関係である。黙示録は解釈の鍵を添えずには象徴を与えない。しからば鍵はいづこか。主として聖書にある、殊ことに旧約にある。ヨハネがここに用いし譬喩の多くのものは、あるいはかつて預言者らの一たび用いしものである、あるいは古きユダヤ歴史においてその精神のすでに明らかにせられしものである。（ウエストコット及びホルトによれば、黙示録全巻四〇四節中旧約の引照を含むもの実に二七三節の多きに上るという）。例えば生命の樹、生命の水、生命の書といい、羔、ユダの族の獅子、ダビデのひこばえというがごときは、さながらに旧約語彙ごい中のもの。また七つの金の燈台と幕屋の中にありし七の燈皿ともしびざらとの関係、新しきエルサレムの石垣の基を成せる十二の宝玉と祭司長の胸牌むねあてに嵌はめられし同じ数の宝玉との関係、その聖都の構造とエゼキエル又はイザヤの同じ問題に関する預言、封ぜらるる巻物と土地の買契かいてがた、竜と蛇、また聖座みくら、祭壇、四つの活物、二十四人の長老、香炉、竪琴、虹、雷霆、酒杯、酒槽、バビロン、エルサレム、ユフラテ、エジプト、イゼベル、淫婦……挙げ来たれば、いづれか旧約文学の再現でなかろうか。黙示録は譬喩をもって充みちるというも、ヨハネ自身の創意にかかるものは実は甚はなはだ少数に過ぎない。黙示録の象徴主義は原則として旧約の領域を超えないのである。これに躓きこれを斥しりぞける者は、自ら旧約の読者にあらざることを証明するものである。モーセ、ダビデ、また預言者らの言ことばに照らして読むときに、ヨハネの謎は謎でなくして、まことに美しき黙示である、詩である。


  　ヨハネ黙示録は詩であると私はいうた。そして私は実にそう信ずる。単に文体の上から見ても、黙示録は普通の散文と甚はなはだしく趣おもむきを異にする。古き黙示録学者として有名なるデイオニシウス（三世紀）は、この書がギリシャ文法殊ことにその文章法シンタクスを無視すること多きに撃たれ、著者に被するに文法背反者ソレシストの名をもってさえしたと称せられる（そのいわゆる文法背反はおもに anacoluthon すなわち語格錯誤である）。また近ごろ大監督ベンスンのごときもその黙示録論中に特に「非文法の文法グランマー・オブ・アングランマー」と題する一章を設けて、この問題を論じているという。もし私の信ずるように、黙示録がヨハネ伝福音書とその著者を同じうするならば、彼は何ゆえに後者において多くなさざる非文法を前者においてなしたのであるか。もちろんこれを無知に帰することは出来ない。博士スイートはいう、「彼の文章法の変態は恐らく多くの原因に基づくであろう。……その幻影に運動を与え生々たる現実性を与えんとのねがいもまたその一つであろう。……しかしいかなる原因に基づくにもせよ、文章法の通常の規則を無視することにおいて、またそのために文意の明白および文章の力を失うことなかったという成功の点において、ヨハネ黙示録がギリシャ文学中独特の地位に立つ事は疑いを容いれない。この書は公然かつ熟慮的に文法家に挑戦する、しかも文学としてさえその独自の壇場において比倫ひりんなきものである」と。


  　思うに黙示録の文体のこの特徴は恐らくその内容に伴うところの必然の結果であろう。新酒は古袋に盛るべからず、詩は文章法に盛ることを容ゆるさない。黙示録の内容はそれ自体において立派なる詩である。およそ天と地とにおける最も聖きもの、最も厳粛なるもの、最も美しきものが、偉大なる韻律を踏みて預言者の眼のまえに展開せられたのである。内容のみについて見て、いかなる詩が黙示録よりも崇高であるか。神曲といえども遂にその栄光を奪うには足りない。ヨハネの幻影はあるがままにしてすでに最高級の詩である。ヨハネは特にこれに詩の衣を被きせようとはしなかったけれども、その文体はもちろん低き文章法の世界を超越しておのずから詩の世界にさまようている。黙示録を散文として扱わんとするは誤謬の始まりである。少なくともダンテの地獄篇または天国篇を読むの用意をもってせずして、黙示録の審判やその栄光を実感するを得ないのは当然である。


  　第三にはその色彩である。黙示録を彩いろどる濃厚なる色彩が二つある。一は患難である、二は天国である。しかしてこの著しき特徴のゆえに人はまた黙示録につまづく。何となれば患難は人の愛好せざる所、天国はその頓着せざる所であるからである。何人も暗き禍わざわいについて聞きまた考えるを好まない。またその望みを高き天に繋つなぐものはいつの世にも甚はなはだ稀まれである。人のこころは常に現世にある、その歓楽にある。殊ことに現代人においてそうである、現代のキリスト者においてそうである。彼らの興味なきものにして患難または天国の音信おとずれのごときはない。


  　黙示録は患難と天とについて語る。あるいはむしろ全篇がこの二つのものの音信おとずれより成るというても誤謬ではない。始めより著者みずからその雰囲気のなかに筆を取っているのである。曰く「汝らの兄弟にして汝らと共にイエスの患難なやみと国と忍耐とに与あずかる我ヨハネ」と（一の九）。イエスの患難と国と忍耐とに与あずかる者が、同じようにそれに与あずかる者を慰め励まさんと欲して、その患難の意味と天国の希望とについて書き送った書翰が黙示録である。「七つの封印」の患難がある、「七つのラッパ」の患難がある、「七つの金の鉢」の患難がある。戦がある、迫害がある。これら数多あまたの患難と交錯して、聖所の幻影がある、白衣の群衆の聖会がある、聖なる婚姻がある、新しき天と新しき地とがある。禍いわざわにあらずんば天である、審判にあらずんば永遠である。


  　かくのごとく黙示録は患難と希望とについて語る。しかしてそのゆえに世の人、殊ことに現代の人、殊ことに現代のキリスト者は、この書に対して理解と興味とをもつことが出来ない。私はそれを至当の事と考える。黙示録は彼らのために書かれなかったのである。みずから患難に住み希望に生きたる著者は、同じ経験の中にある兄弟らと共に語らんことを欲したのである。冷ややかにもあらず、熱きにもあらざる現代キリスト者のごときに対しては、彼は今もイエスの言ことばを藉かりていうであろう、曰く「なんじただ微温なまぬるきがゆえに、我れ汝を吐き出いださんとす」と。


  
    わが勇敢なる舳へさきの裂きゆく

    この航海は、小さき船や、命を惜しむ

    水夫かこらの能よくし得るものにあらず。

  


  とダンテもまたおのが詩についていうている。ダンテといい、ヨハネといい、均ひとしく流竄るざんの中にありて筆を執とったのである。彼らにとっては、人生は真剣なるもの、厳粛なるもの、痛ましきものであった。彼らにとって現代文士の創作のごときは蚯蚓みみずのたわごとにも値しなかった。彼らは「キリストの恥を負い彼とともに陣営より出いでて門の外に苦難くるしみを受けん」と欲せざる享楽の子や偽りの信者に対して寄すべき何の嘉信をも有もたなかった。「罪のはかなき歓楽たのしみを受けんよりは、むしろ神の民とともに苦しまんことを善よし」とする小さき群れよりほかに、黙示録の甘美を味わうの特権は許されない。現代キリスト者がこの大いなる饗宴より斥しりぞけらるるは、その事自体が彼らに対する適当なる審判である。


  　聖書の最上の註解者は患難の経験である。ベンゲルの「指針」もデリッチの旧約もマイヤーの新約も、聖名みなのために受けし一つの傷には及ばない。苦痛のなかに呻吟しつつ繙ひもとくとき、聖書は我らの前に変貌する。この事実は黙示録について特別に真理である。「患難かんなんは忍耐を生じ、忍耐は練達れんたつを生じ、練達れんたつは希望を生ず」。希望は患難の果みである。患難は希望の母である。患難におらずして誰が生々たる天国の希望を抱き得たか。エジプトの肉の鍋の側に坐りて飽くまでにパンを食らうものに、カナンの栄光を説くよりも大いなる徒労はない。「かかるがゆえに我れ彼を誘いざないて荒野にみちびき入り、終ついに彼の心をなぐさめ、かしこを出いづるや直ちに我れ彼にその葡萄園を与え、アコル（患難なやみ）の谷を望みの門となして与えん。彼は若かりし時のごとく、エジプトの国より上り来たりし時のごとく、かしこにて歌うたわん」（ホセア二の一四～一五）。黙示録は荒野における慰めである、「アコルの谷より望みの門へ」の枝折しおりである。ゆえにその喜びに与あずからんと欲する者は、まずエジプトを棄てて荒野に上らねばならぬ。かしこにてヨルダンのかなたを望みつつ預言者ヨハネの声に聴け。そのとき航海者が洋上浪高きところ、目ざす故国よりの無線電信に接するにも遥かにまさりて、我らのたましいは永遠の希望の喜びにうちふるうであろう。少なくとも私にとって、黙示録は他のいかなる書をもっても代かえがたき独一の使信である、喜びの音ずれである。


  



  二 聖書におる黙示録の地位


  



  　数うべからざる書物の群集のなかに聖書がただひとり王座を占むる所以ゆえんは、それが千何百年の長きに亙わたり数十人の多種多様の記者によって綴られたにも拘わらず、驚くべき統一をもって神の国の真理を啓示するところにある。聖書は書庫であってまた一書である。ひとつの精神、ひとつの目的が全巻を貫徹している。六十六書の間に整然たる秩序があり、揮然こんぜんたる調和がある。聖書に始まりあり中あり終わりあり、頭脳あり心臓あり四肢あり、相連なって一個の有機的全体を構成している。この完全なる統一をもってキリストとその国とを証明するところに、聖書の独一なる生命がある。


  　従って旧新約各書はいずれも無くてならぬ要素を成している。いずれの一書を欠くも聖書はそれだけ不具者となるを免れない。その意味において、聖書における各書の地位はみな同一であるということが出来る。しかしながら例えば頭脳もしくは心臓を失うときに人は唯ただに完全を損われるのみならず、また実に生命そのものを失わねばならぬ。有機体の各機関の地位必ずしも同一でない。あるものの必要は比較的であるに反し、他のものは絶対的である。聖書中にもまたこれなくば聖書の生命を失わしむるほどの重き地位を占むるものがある。


  　いうまでもなく創世記はその一つである。天地の創造と人類の堕落とを明らかにする彼かの古き一書なかりせば、救いの音ずれと神の国の告知とはいかに不徹底なるものであろう。創世記は聖書の土台である。この上にすべての福音が築かれている。次に詩篇もまたその一つである。詩篇なき聖書、我等はそれを想像することが出来ない。詩篇は聖書の肺臓である。神を慕うこころはここにおいて呼吸する。詩篇なくば信仰は絶息するであろう。次には福音書である。イエスの生涯を知らずして何処に救いがあろうか。疑いもなく聖書の中心は福音書にある。ルカ伝あるいはヨハネ伝は旧新約の心臓である、その柱石である。次にはロマ書。福音の偉大なる体系、人体ならば頭脳、建築ならば棟梁、ロマ書なき断片的福音によって完まったき救いは実現しそうにも思われない。


  　以上はいずれもみな聖書中の聖書である。聖書がその全巻に亙わたりて見事なる統一を現出するは実にこれらの書あればこそである。仮にこれらを呼んで聖書中第一階級の書という。


  　ヨハネ黙示録はいかん。黙示録は聖書中僅かに四肢の末端ぐらいの地位を占むるに過ぎないか。あるいはまた以上の諸書と共に第一階級に列すべきものであるか。換言すれば、黙示録なくして聖書は立ち得るか否か。


  　この書が今日まで長らく教会に無視せられて来た歴史を思えば、この書の存在すると否とは福音の実力に大なる関係なき問題であるかのように見える。そして多分大多数のキリスト者がそういう風に考えているであろう。しかしながら私はここに問わざるを得ない。黙示録を無視して来た教会に何か大いなる欠陥、償うべからざる損失がなかったかと。私をしてそれを指摘させようとならば、私は憚はばからずに言うであろう、教会のラオデキヤ精神！と。こころせよ、ラオデキヤ教会はその大いなる欠陥の充みたされざる限り、その見ぐるしき俗化の癒されざる限り、救われないのである。主は彼らを口より吐き出したもうであろう。教会は黙示録を斥しりぞくる事によって真実の生命を失い、俗化の谷に沈淪ちんりんしている。しかしてこの見ぐるしき歴史によって、教会は自ら黙示録の価値を証明しつつあるのである。


  　黙示録の地位はこれを創世記と対照するときに最もよく現われる。創世記は「始まりの書」である。ここに天地間一切のものの開始がある、永遠より時への出発がある。そのゆえに創世記はまた聖書の始まりの地位を占めるのである。すでに始まりあり、すなわち終わりがなければならぬ。始まりの書に対する「終わりの書」、天地間一切のものの終末を録しるせる書、時より永遠への復帰を示す書、その書なくして聖書は成り立たない。旧約創世記をもって始まる聖書が、もし新約ユダ書をもって終っているとするならば、何たる忍びがたき欠乏であろうぞ、それはあたかも屋根なき家である。住むに堪たえない、たとえ土台はいかに堅牢に、柱や壁はいかに立派に造られたとしても。


  　創世記が始まりの書であるに対して、黙示録は完全に「終わりの書」である。その対照は誠にいみじき観物みものである。前者に天地の創造があるに対して、後者に新天新地の出現がある。前者に人の創造があるに対して、後者に人の完成がある。前者に神の安息があるに対して、後者にその安住がある。旧き人道の代表者なるアダムの結婚に対して、新しき人道の代表者なる第二のアダム――羔の婚姻がある。蛇の勝利に対して、その滅亡がある。人類の堕落に対して、その救贖きゅうしょくがある。神との交通の破壊に対して、その完全なる回復がある。死に対して、復活、永生がある。楽園の喪失に対して、聖なる都の降下がある。生命の樹よりの放逐に対して、それへの復帰がある。地の誼のろいに対して、万物の復興がある。カイン及びその裔すえなる悪者の跋扈ばっこに対して、偽キリスト、偽預言者らの刑罰がある。アベルその他義者の患難に対して、キリストの新婦はなよめの祝福がある。開始に対して終末、約束に対して成就、混乱に対して整理。一言にしていえば、土台に対する屋根である。


  　建築の屋根なる黙示録は、また人体の眼であるというてもよい。ロマ書が信仰の書であり、ヨハネ伝が愛の書であるに対して、黙示録は比類なき希望の書である。我らはロマ書において「信仰より信仰に」進ましめられ、ヨハネ伝において「その独子ひとりごを賜うほどなる」神の愛に触れ、しかして黙示録において高く「開けたる門」のかなたに天を望む。黙示録を開かずして、天国の鮮やかなる栄光を望み見ることが出来ない。眼である、瞳である。しかして信仰の生命にとって、眼の貴さは幾ばくぞ。希望なき生涯は神なき生涯である。「汝は腹這はらばいて一生のあいだ塵を食らうべし」というはサタンへの誼のろいであった。いうところは希望の永遠的剥奪であった。ダンテの見たる地獄の門の頂には、暗き色にて、「一切の希望を棄てよ、汝らここに入る者」と録しるされてあった。希望は祝福の保証である、希望は栄光の予感である。希望なき信仰が何処にあるか。パウロはいう「また彼により信仰によりて今立つところの恩恵に入ることを得、神の栄光を望みて喜ぶなり」と。望まざる信仰は実は信仰ではない。望まざる愛もまた愛ではない。愛は「おおよそ事望む」という。ロマ書の頭脳もヨハネ伝の心臓も、黙示録の瞳子を得て始めて生き得る。


  　かくのごとくにして聖書における黙示録の必要は絶対的である。これなくして聖書は聖書たり得ないのである。あるいは創世記あるいは詩篇、あるいは福音書あるいはロマ書、それらの雄篇と共に、ヨハネ黙示録もまた聖書中の聖書、福音中の福音として輝く。


  



  三 キリスト再臨の問題


  



  　黙示録の主題はその冒頭に掲げられている、曰く「必ず速やかに起こるべき事」と（一の一）。それは一つの謎であるか。否、人生の実験に照らし、また聖書の旧新約に照らして、その事の何であるかを推知するに難くない。


  　人生における我らの実験は、何か早晩必ず起こらねばならぬ事があることを我らに教えないか。もしある事が遂に起こらないとするならば、もし世界が今までのような歴史をいつまでも繰り返すに過ぎないならば、忍びがたき不合理、矛盾、混乱、暗黒の中に埋没せしめらるるの感を我らは抱かずにいられようか。


  　今は正直なる者が売られ、弄もてあそばれている。いつまでもこのままでよいのであろうか。今は弱き者が蹂ふみ躙にじられ、憐憫ある者が虐げられている。それで善よいのであろうか。今は小児が損なわれ、妻が盗まれ、貧民が絞られている。それでよいのか。義はすべて不義のために抑えられ、顕わるべきものは隠れ、滅ぶべきものは蔓はびこり、奸悪と背倫とは公然讃美せられている。涙がある、痛みがある、死がある。いつまでもそれで善よいのであろうか。


  　もし人類が、意識的にもせよ無意識的にもせよ、いつかこの世界に総勘定の日が来るであろう事を全く予期しなかったならば、どうしてこの途方もなき不公平、不自然、不都合の継続に堪たえ得たであろう。絶望者は破壊する。歴史は六千年の今日を待つまでもなく、絶望の群衆の手により恐るべき争闘流血をもって疾とくに終結を告げていたに相違ない。不完全なる歴史の存続その事が、人類共通のある期待を証明する。人生の実験に、来たるべき総勘定の日の預言がある。


  　人生の実験を裏書きして、さらに鮮明なる発言と確実なる保証とをこれに附与するものは聖書である。もし他の問題についてすらそうであるならば、ましてこの普遍的終局的問題についてそうでなかろうか。果然、聖書はその旧約新約を通じて、この問題に関する神の約束をもって充みちている。聖書は元来約束の書である。主として二つの大いなる約束を載せる書である。その一つはすでに成就してしまった。しかして残る一つがすなわちこの問題である。人生の総勘定である。あるいは聖書がこれに附与したるさらに鮮明なる発言をもってすれば「キリストの再臨」である。それは「必ず」起こるべき事である。何となれば人生の実験がこれを預言する上に、なお神の明白なる約束がこれを保証するから。それは「速やかに」起こるべき事である。何となれば神は必要以上に一刻もその時を遅滞せしめたもうはずがないから。


  　これをキリストの再臨という、「見よ、彼は雲の中うちにありて来たりたもう」とあるとおりである（一の七）。しかしながら問題は彼がいかにして来たりたもうかにあるのではない、何のために来たりたもうかにある。雲の中うちにありてとは水蒸気の集団たる雲に囲まれての意味であるかどうか。そんな事は一先ひとまずどうでもよい。とにかく活けるキリストは栄光の中うちにありて来たりたもう。何のためにか。全人類に対して最後の決算を要求せんがためにである。「諸衆もろもろの目、殊ことに彼を刺したる者これを見ん、かつ地上の諸族みな彼のゆえに歎かん」（一の七）とあるはすなわちその意味である。一人の目として彼を見ずに済まし得るものはない。殊ことに彼を刺したる者、神を侮り道徳を嘲りたる者、不義をもっていま栄ゆる者が、彼を見て歎くであろう。「禍わざわいなるかな、いま飽く者よ、汝らは飢えん。禍わざわいなるかな、いま笑う者よ、汝らは悲しみ泣かん」（ルカ六の二五）。「福さいわいなるかな 柔和なる者、その人は地を嗣つがん。福さいわいなるかな、義に飢え渇く者、その人は飽くことを得ん」。人生の総決算、歴史の終局的革命、世界の根本的改造、言い換えれば、神の国の完全なる建設、それを代表せしめて聖書はキリストの再臨という。


  　再臨なるものが果たしてあるのであろうか。疑おうと思えば疑い得る。ただしかしながらエホバの神を信ずる以上は絶対にこれを疑うことが出来ない。「今いまし昔いまし後きたりたもう主なる全能の神いいたもう『我はアルファなり、オメガなり』」（黙示録一の八）。神は確かにアルファである、始めである。何となれば宇宙は彼に創造せられて現に存在しているからである。人類の歴史は彼の摂理の下に進行しつつあるからである。もし神がアルファでありオメガでないならば、もし神が始めであって終わりでないならば、しからばキリストの再臨は夢として消えるであろう。もし神が創造の為放しはなしにこの世界をうち棄て置く神であるならば、もし我ら人間さえ堪たえがたき不公平不条理を遂に看過みすごしになし得る神であるならば、しからば彼は雲の中うちにありて来たらず、何人の目もこれを見ないであろう。かくアルファにしてオメガならざる神を想像し得る者は自由に再臨を疑うがよい。少なくとも我らの信ずる神はかくのごとき怪物ではない。我らはエホバの神を信ずる。ゆえに必然キリストの再臨を信ずる。


  



  四 活けるキリスト


  



  　再臨を主題とする黙示録の内容はおのずから三に別わかたれる。


  
    一、再臨すべき彼れ、すなわち活けるキリストの栄光（一章九節以下）

    二、再臨に至るまでの準備、すなわち現世における教会の使命（二、三章）

    三、再臨その事（四章以下）

  


  　「されば（第一）汝が見し事と、（第二）今ある事と、（第三）後に成らんとする事とを録しるせ」と示されたとおりである（一の一九）。


  　ヨハネは先まず、天にありて活けるキリストの栄光を見させられた。時は一世紀の終わりごろ、所は小アジアに近きパトモスの島において。ロマ皇帝ドミシアンの暴虐の下にこの老使徒は繋つながれてそこに流謫るたくの身となっておった。ある「主の日」すなわち一週の始めなるキリスト復活の記念日に、彼は海を越えて静かに見やりながら、主慕わしさに堪たえざるを覚えた。そのうちに彼のこころは聖霊に導かれていと高き所に上りゆいた。たちまち背後にラッパのごとき大いなる声を聴いた。来たらんとする復活の晨あしたに嚠喨りゅうりょうと鳴り響くべき終わりのラッパを連想して、主の日に適ふさわしき声であった。振り反り見れば、七つの金の燈台があって、燦然さんぜんと光を四方に放っている。その間に人の子のごとき者が見える。七つの燈台は世の光たるべき全地の教会であった。人の子のごとき者は世の終わりまで教会と共にあるキリストであった。


  　かつてサウロがダマスコヘの途上に栄光のキリストを見た経験については、彼は単に「大いなる光、天より出いでて我を環めぐり照らせり」というている（行伝二二の六）。しかるに今ヨハネはキリスト全体の光よりもむしろその頭より足に至るまでの各部分の形象を語るに熱心である。けだしヨハネの場合においては主としてこの部分的形象によって、彼の人格と栄光とを伝うべく導かれたのであろう。ヨハネの描写は明らかに理想的である。「その口より両刃もろはの利とき剣つるぎいで」とあるを見ても、これを文字どおりに解釈すべきでない事は疑いを容いれない。現実は現実とせよ、理想は理想とせよ。写実を譬喩と解するの誤謬であるように、譬喩を写実と解するもまた均ひとしく誤謬である。我らはここにおけるヨハネの叙述そのままに、活けるキリストの容姿を思い浮かべようとしない。かくのごときは文学として拙劣であると共に信仰として不健全である。我らはその一々の形象によって表現せらるる霊的真理を学ぼうと思う。


  　第一は衣である、「足まで垂るる衣を着、胸に金の帯を束ね」とある。裕ゆたかにしてかつ貴き衣である。


  　我らがキリストを要もとめるのは、先まず彼の衣を要もとめるのではないか。罪に眼ざめたる霊魂は、神のまえに立ち得んがために、義の衣を纏まとわずしてはいられない。このゆえにいかにもして自らそれを作り出そうと努力する。自覚のあるところ必ず修養のある所以ゆえんである。アダムとエバとが智慧の樹の実を食らいし後その裸体はだかなるを恥じ、無花果いちじくの葉を裳もに綴りて纏まとうたのはすなわちこの心理を代表する。しかしながらアダムを始め全人類の今日までの経験が証明するように、修養は遂に失敗である、努力は無効である。誰が神の前に恥ずかしくないほどの道徳を実行し得たか。誰が自己の義をもって神の賞讃を要求し得るか。アダムのように手製の小さき裳もを脱ぎ棄て、屠ほふられしものの皮衣を神より着せらるるまでは、我らの霊魂に平安は臨まない。


  　裕ゆたかにして貴きキリストの衣。それをもって彼は我らを蔽うてくれる。その中に我らは彼と結び付く。彼は頭として我らはその体として、同じ衣を共に纏まとう。しかる時に神は我らを自己の義によって待あしらわず、彼と一体なるものとして、彼の完全なる義によって待あしらいたもう。神はキリストの衣の中に我らを見出す事を最大の悦びとなしたもう。ああその衣の有り難さ！罪に悩む霊魂のみぞ知る。「ただ汝ら主イエス・キリストを着よ」（ロマ書一三の一四）。


  　第二は頭である。「その頭かしらと頭髪かみのけとは白き毛のごとく雪のごとく白く」。白さは潔さである、イザヤ書に「なんじらの罪は緋ひのごとくなるも雪のごとく白くなり、紅くれないのごとく赤くとも羊の毛のごとくにならん」とあるがごとくである。絶対に罪なき潔さ、聖にして聖にして聖なるもの。


  　キリストの頭が何であるかは、彼の衣の問題に劣らず重要である。人格者の価値はその頭かしらと仰ぐもののいかんによって定まる。キリスト者が罪なきもののごとく神に待あしらわるるは、キリストを頭かしらと仰ぎて彼と一体になるからである。しかして「キリストの頭かしらは神なり」（前コリント一一の三）。ゆえに毛のごとく雪のごとくに白い。聖なる聖なる聖なる者を頭かしらと戴き彼と一体の関係にありて、キリスト自身がいと聖き者である。しかり、彼はすなわち神である。彼を見し者は神を見し者である。彼を信ずる者は神を信ずるものである。彼に結ばるるものは神に結ばるる者である。従ってまたキリストに頼らずして神に頼ることは出来ない。キリスト抜きの信仰はない。およそ我らと神との関係はすべて彼に集中する。キリスト、キリスト、信仰問題は一から十までキリストである。彼さえあればそれで沢山である。彼の無いところに何も無い。「他ほかの者によりては救いを得うることなし、天あめの下には我らの頼りて救わるべき他ほかの名を人に賜いし事なければなり」。


  　次には目である。「その目は焔ほのおのごとく」。燃えて鋭く何ものをも衝つき徹とおさずばやまない目、「造られたる物に一つとして神の前に顕われぬはなし、万物は我らが係かかわれる神の目のまえに裸にて露わるるなり」（へブル四の一三）。


  　すべての人の目に塵があり梁木うつばりがある時、かくのごとき目が実在するという事は、何たる慰めであろう。人生における最も苦き経験の一つは「誤解」である。これあるがためにいかばかり愛が傷つけられ、道徳的熱心が冷やされることぞ。もしどこかにすべてを見ぬく目がないとしたならば、この世はほとんど住むに堪たえない世である。しかし福さいわいにもその目がある、ありて微睡まどろみだにすることなく永遠に見はっている。「彼れ知りたもう」とこの一つの思いに言い尽くせぬ慰籍を経験する者はあに私のみであろうか。


  　同時にそれはまた我らの畏れでなくてはならぬ。「その目は人の子を鑑み、その眼瞼まぶたは彼らを試みたもう」。彼の前にいかなる秘密の思いをか包もう。我らは刻々に探られつつある、こころみられつつある。我らが隠れたる内的生活の一切の波瀾は確実に彼の眼底に印象を刻みつつある。畏ろしき事実である。人類の道徳観念の緊張は一にこの事実に負う。


  　次には足。「その足は炉にて焼きたる輝ける真鍮しんちゅうのごとく」。白熱の真鍮しんちゅうのごとく烈しくして力ある足である。


  　今は世が彼に向かって恣ほしいままに踵くびすを挙げている。神は馬鹿にせられ、道徳は嘲弄せられ、正義は踏み付けられている。しかして我らの怪しとするまでにキリストは応じたまわない。


  　しかしながら「刺ある鞭を蹴るは難い」。主は己に頼る者の足さえ動かさるるを容ゆるしたまわずば、まして彼自身の足をや。シオンの山の上にいと堅く彼は立ちたもう。もろもろの不虔と不義とが蔓はびこりながら、なお正義の最後の勝利を暗示するもの多きはこれがためである。やがて彼の足は「オリブ山の上に立つ」であろう、しかして「オリブ山その真中ただなかより西にし東ひがしに裂ける」であろう（ゼカリヤ一四の四）。やがてその足が「全能の神の烈はげしき怒りの酒槽さかぶねを践ふむ」であろう（黙示録一九の一五）。またサタンの頭を砕くであろう。最終の敵なる死をも滅ぼすであろう。しかして遂に万物がその下に服するに至るであろう（前コリント一五の二七）。力強き聖足みあし！我らの望みはただそれに係かかわる。


  　「その声は多くの水の声のごとし」。北風あらき冬の夜、試みに日本海の岸に立って、闇の中にたけぶ怒濤の声を聴け。理由なくして、深き物凄さが心を圧するを覚えるであろう。


  　キリストの声――神の声は今は静かにして細くある。今は彼は叫ばずして囁きたもう。しかし預言がある、曰く「我れ久しく声を出いださず黙して己を抑えたり。今はわれ子を生まんとする婦人おんなのごとく叫ばん」（イザヤ四二の一四）。また「エホバ、シオンより呼び轟とどろかし、エルサレムより声を放ち、天地を震い動かしたもう」（ヨエル三の一六）。今は彼の審判の声を期待しながらこれを聴かない場合のみ多い。このゆえに嘲る者らいう、汝の神は何処にあるのか、彼は眠っているのかと。否、神は眠りたまわない。キリストはただ時満つるを待ちたもう。しかして今にても、時として彼は少しくその声を放ちたもうではないか。昨年（一九二三年）の我が国の経験をおもえ。九月一日正午三分前のあの声――まことに大水の声に似ておった――あれは何であったか。今にあの幾百層倍かの声を聞く時が来るであろう。「墓にある者みな神の声を聞きて出いづる時来たらん」。「それ主は号令と天使みつかいの長おさの声と神のラッパと共にみずから天より降くだりたまわん」とあるはその時である。


  　しかし多くの水の声はまた大調和の声である。「弾琴者ことひきの竪琴たてごとを弾ひく音のごとし」とある（黙示録一四の二）。さながら創造の初日のように、その声によりて暗黒から光明が、混乱から秩序が、死から生が生まれるであろう。ああその声。


  　「その右の手に七つの星を持ち」。七つの星は七つの教会の使いすなわちその代表者である。


  　聖足みあしは砕かんがため、聖手みては支えんがために強い。すべて真実に彼に信頼するものは、今も支えられ、永遠までも支えられる。我らは時として自分の罪のゆえに前途について暗き思いを抱く。あるいは祈っても力を得ない時に（実は大抵の場合に祈りが足らぬのである）、すでに棄てられたのではないかを疑う。「シオンはいえり、エホバ我を棄て主われを忘れたまえりと。婦おんなその乳児ちのみごを忘れて己おのが胎はらの子を憫あわれまざることあらんや。たとえ彼ら忘るる事ありとも、我は汝を忘るることなし」。不安は不信である、しかして不信こそ最大の罪である。不安に襲われんとする毎に私は十字架を思うてまた安んずる。誠に主はその右の手に七つの星を持ちたもう。これを奪い得る者はない。


  　「その口より両刃もろはの利とき剣つるぎいで」。言うまでもなく彼の言ことばである。「神の言ことばは生命いのちあり、能力ちからあり、両刃もろはの剣つるぎよりも利とくして云々」（へブル四の一二）。キリストの言ことばすなわち神の言ことば、神の言ことばすなわち聖書。聖書の旧新約全体をキリストの言ことばと見てよい。


  　幾度いくたび感じ直してもなお足らぬは聖書の生命いのちである。その能力ちからである。それは死せる者を生かし、悲しむ者を慰め、高ぶる者を審く。すべての途みちが尽きた時にもなおここにのみは必ず奇しき途みちが備えられている。救わるる者には生命いのちの馨かおり、亡ぶる者には死の馨かおり。誠に両刃もろはの利とき剣つるぎである。


  　最後に「その顔は烈はげしく照る日のごとし」。人はその顔によって代表せられる。ある人の誰であるかを識しるには、必ずしも他の部分を見るに及ばない。顔を見れば足りる。そこにすべての特性の表現がある。キリストの顔は烈はげしく照る日であるというて、上に描かれし七つの形象を総括する。


  　日のある所に昼がある、キリストの顔のある所に祝福がある。彼が顔を挙げて照らしたもうところすなわち天国である、救いである。彼が顔をそむけたもうところすなわち地獄である、滅亡である。


  　日は彼を慕うものを育はぐくみ、彼を軽んずるものを撃つ。キリストの顔もまたしかり。


  　「日は新郎はなむこが祝いの殿を出いづるごとく」に現われる。キリストの再臨もまた聖き新郎はなむこの出現でなくして何か。


  　美しき光、あたたかき光、しかしてまた烈はげしき光、かくのごとき者が今現に活きて天にありたもう。かくのごとき者がその聖業みわざを完まっとうせんがために再臨せんとするより当然なる事が何処にあろうか。


  



  五 初めの愛


  



  　信仰は道義の問題であると共にまた愛の問題である。キリストはいわば我らの愛人である。彼を信ずるの生活は愛人を憶おもうの生活である。


  　キリストは再び来たるであろう。これを世界全体から見れば歴史の総勘定のためである。従ってその日は大いなる審判の日である。永遠の正義が如実にょじつに己れを顕現するの日である。「義の太陽出いでて昇らん」という（マラキ四の二）。誠におごそかなる畏るべき日である。


  　しかしながらこれをキリスト者のみの立場から見るときに、さらに美わしき意味がある。愛人再び来たるの日である。再会の歓びの日である。審判ではない、抱擁である。義の太陽ではない、「輝く曙あけの明星」である（黙示録二二の一六）。「人を愛に励ます美しき遊星」である。待ちにし愛人である。その人を迎うるの朝である。


  　愛の歓喜は再会において極まる。その日に備えせんがために、愛する者は己の愛を守りこれを潔くする。愛の生活はある意味において再会の準備であると言うことが出来る。もし愛する者ら相別れて永遠に再会の望みがないならば、実際上、愛の生活は弛緩し疲弊することを免れ得ようか。


  　信仰生活は愛の生活である。再臨は愛人との再会である。しからば信仰生活もまたこれを再臨の準備として見ることが出来る。


  　再臨の準備としての信仰生活、愛人を迎えんがための聖潔、これ愛の使徒ヨハネの心を占めたる題目であった。彼がその書翰において「主の現われたもう時、我らこれに肖にんことを知る、我らその真まことの状さまを見るべければなり。すべて主によるこの希望のぞみを懐いだく者は、その聖きがごとく己を潔くす」というた時に明白にこの真理を宣べた。しかして同じ事を別の言葉をもって表わしたものが黙示録の二章及び三章である。


  　黙示録の二、三章はアジア（小アジアの一部）の七教会に宛てられたるキリストの使信である。しかしその黙示録全体における地位から見て、特にこれらの教会をのみ目的とするものでない事は疑いがない。七教会は単に代表的の意味において選ばれたに過ぎない。目ざすは全地における総すべての教会である。およそキリスト教が始まりて以来世の終わりに至るまでの一切のキリスト者に対して、再臨の備えさすべく送られたる使信である。


  　七教会はキリスト者の信仰生活の各種の状態を代表する。ゆえに送られたる使信の主旨もまた各々異なる。しかしこれを綜合して見て、我らは再臨のキリストを悦ばすべき生活のほぼいかなる性質のものであるかを知ることが出来る。


  　試みに各教会への使信中の重点を探り見よう。


  　エペソの教会へ、「されど我れ汝に責むべき所あり、汝は初めの愛を離れたり、されば汝いづこより堕ちしかを思え、悔い改めて初めの行為おこないをなせ」――初めの愛の冷却。


  　スミルナの教会へ、「なんじ受けんとする苦難くるしみを懼おそるな、見よ、悪魔汝らを試みんとて、汝らの中うちのある者を獄ひとやに入れんとす、汝ら十日の間患難なやみを受けん。なんじ死に至るまで忠実なれ」――苦難。


  　ペルガモの教会へ、「汝の中うちにバラムの教えを保つ者どもあり、バラムはバラクに教え、彼をしてイスラエルの前に躓きを置かしめ、偶像に献げし物を食らわせ、かつ淫行をなさしめたり、かくのごとく汝らの中うちにもニコライ宗の教えを保つ者あり、されば悔い改めよ」――偶像崇拝と淫行。


  　テアテラの教会へ、「汝はかの自ら預言者と称えて我が僕を教え惑わし、淫行を為さしめ、偶像に献げし物を食らわしむる女イゼベルを容いれ置けり、我れ彼に悔い改むる機おりを与うれど、その淫行を悔い改むることを欲せず云々」――淫行と偶像崇拝。


  　サルデスの教会へ、「なんじ目を覚まし、ほとんど死なんとする残りのものを堅うせよ……されば汝のいかに受けしか、いかに聴きしかを思い出いで、これを守りて悔い改めよ」――初めのものの喪失。


  　ヒラデルヒヤの教会へ、「汝少しの力ありて我が言ことばを守り、我が名を否まざりき……汝わが忍耐の言ことばを守りしゆえに云々、汝の有もつものを守りて、汝の冠冕かんむりを人に奪われざれ」――忍耐。


  　ラオデキヤの教会へ、「汝は冷ややかにもあらず熱きにもあらず、我はむしろ汝が冷ややかならんか熱からんかを願う」――熱心の微温化。


  　すなわち知る、スミルナとヒラデルヒヤとには、苦難及び忍耐に対する賞讃奨励である。エペソとサルデスとラオデキヤとには、初めの愛または初めのものまたは初めの熱心の衰弱に対する叱責である。しかしてペルガモとテアテラとには、共に淫行及び偶像崇拝に対する誡告である。


  　初めの愛を守れ、淫行を斥けよ、苦難を耐え忍べ。七教会への使信を煮詰むればこの三つに帰着する。再臨の主を迎えんがためにすべてのキリスト者のなすべき備えはここにある。


  　信仰生活は愛の生活である。ゆえにキリスト者というキリスト者に初めの愛の経験がある。彼らは少なくとも一度はキリストを憶おもうこころをもって燃えたのである、一切をキリストに献げたのである、キリストのために死なんことをもって最大の願望となしたのである。その心はいじらしくも貴い。嬰児のごとくに純真である、処女のごとくに新鮮である、恋人のごとくに熱烈である。人として最も美しき経験である。誠に人は初めの愛において変貌する。キリスト者が最もキリストに似るは、来世栄化の夕を措おいては、かえってその入信の曙においてある。その時彼らもまた暗黒の帷幄あげばりをかかげて、新郎はなむこが祝いの殿を出いづるごとく、勇士が競い走るを喜ぶごとくに雄々しくも自己献供の首途かどでにのぼる。その時サタンも誘うべき隙を見出さない。回心の経験は多くの場合において聖霊に満たさるるの経験である。キリストに対する初めの愛に燃えるとき、我らは全自己を彼に明け渡して、隅から隅まで彼の霊をもって満たされるのである。確かにその時我らは何一つ自己に留保せんことを願わない。キリスト我がために死にたまいたれば、我もまた彼のために生き彼のために死なんことをのみ願う。「海ゆかば水つく屍かばね、山行かば草むす屍かばね、主イエスの辺へにこそ死なめ、顧みはせじ」とは、少なくとも一度ひとたび我らが衷心ちゅうしんよりの祈りであったのである。


  　「されど我れ汝に責むべき所あり、汝は初めの愛を離れたり」。いかに悲しむべき使信であろう。かく責められて我らに一言の申し訳もない。ああ、我らは何故に初めの愛を離れたのか。何故にきのうもきょうも永遠までも変わらず熱くあることが出来ないのか。何故におぞましくも一度ひとたび献げしものを幾たびか復また取り戻そうとするのか。


  　初めの愛！我らをして再びそこに立ち帰らしめよ。そのために絶えず再会の日を思わしめよ。キリストは復また来たる。その日は近づきつつある。我らは遠からず眼のあたり彼に会おうとしている。復また会う日の望みは愛する者の心を躍らせるではないか。キリスト者の信仰を初めの愛に立ち帰らしむるものにして、キリスト再臨の希望のごときはない。彼れ戸の外に立ちて叩くと知って、我らいつまで微温的生活を続けようか。


  　聖き者に対する初めの愛冷えて、淫行は容易たやすく我らに近づく。今の人は淫行を憂えず恥じない。彼らはそ れを神の国への途みちにおける躓きの石と認めない。ピウリタンと言えば、今はかえって嘲弄の名である。しかし彼らはかつてこの問題に関する聖書の言ことばを調べて見たことがあるのか。「汝ら知らぬか、正しからぬ者の神の国を嗣つぐことなきを。自ら欺くな、淫行のもの……などはみな神の国を嗣つぐことなきなり」（前コリント六の九、一〇）。「それ肉の行為おこないはあらわなり、すなわち淫行……などのごとし。我れすでに警いましめたるごとく、今また警いましむ、かかることを行う者は神の国を嗣つぐことなし」（ガラテヤ五の一九～二一）。「すべて淫行のもの……等のキリストと神との国の世嗣よつぎたることを得ざるは、汝らの確かたく知る所なり。汝ら人の虚むなしき言ことばに欺かるな、神の怒りはこれらの事によりて不従順の子らに及ぶなり」（エペソ五の五、六）。「それ神の聖旨みむねは汝らが潔からんことにして、すなわち淫行をつつしみ……せんことなり。すべてこれらのことを行う者に主の報復したもうは、わがすでに汝らに告げかつ証あかしせしごとし」（前テサロニケ四の三～六）。「自ら潔からんことを求めよ。もし潔からずば主を見ることあたわず。汝ら慎め、恐らくは神の恩恵めぐみに至らぬ者あらん。……恐らくは淫行のもの起こらん」（へブル一二の一四～一六）。「神は淫行のもの姦淫の者を審きたもうべければなり」（へブル一三の四）。そのほか同じような言葉は沢山にある。およそこれらの言葉に極めて重大なる響きがあることに気付かないか。聖書が神の国を嗣つぐあたわざる者の目録を挙げる毎に、先まず第一に名指すものは何であるかに注意せよ。聖書は戯たわむれにかくは言わない。


  　けだし淫行は貞操の喪失である。しかして信仰問題は畢竟ひっきょう神に対する貞操の問題に外ほかならないことを知らば、聖書が何故に爾しかく淫行を憎悪しこれを排斥してやまないかの理由を容易に了解することが出来る。聖書には聖き霊に対して淫行の霊なるものをさえ指摘せられている。「彼ら淫行の霊に迷わされ、その神の下したを離れて淫行を為すなり」、「そは淫行の霊その衷うちにありてエホバを知ることなければなり」（ホセア四の一二、五の四）。淫行の霊は実にサタンの霊である。キリスト者の堕落も数ある中に、淫行にまさりてキリストを歎かしむるものはないはずである。現代のキリスト者は何故にこの問題を今少しく真面目に考えて見ないのであるか。


  　淫行の排斥とともに、聖書がキリスト者に勧めてやまないものは、主のための苦難の生涯である。この二つを高調する声は横糸縦糸として旧新約を貫通する。しかして二つは別の事ではない。「身は淫行をなさんためにあらず、主のためなり」（前コリント六の一三）。主のためはすなわち主の苦難の欠けたるを補わんがためである（コロサイ一の二四）。誰か享楽の途みちに主の足跡を踏み得ようか。誰か十字架を負わずしてキリストに従い往くことが出来ようか。ヘブライズムとヘレニズムとの調和を夢みる若き人々よ、天国とこの世とを混同してはいけない。涙ことごとく拭わるるは新しきエルサレムに入りての事である。ここには永遠の都がない。ここにては我らキリストの恥を負い、陣営より出いでて彼のみもとに往かねばならぬ。余りに明白なる事実である。途みちは二つに一つである、苦難か享楽か、ダンテかゲーテか、モーセかパロか。我らをして再臨の日を憶おもいつつそのいずれかを決定的に択えらばしめよ。


  



  六 金冠を投げて


  



  　再臨の準備について七教会に送るべき使信の啓示を受けたる後、ヨハネは一つの光輝ある実験をもった。すなわち天に開けたる門あるを彼は見た。「ここに登れ、我れこの後のち起こるべき事を汝に示さん」との声を聴いた。たちまち聖霊に感じてその高き天に彼は携え上げられた。しかしてそこにいとも福さいわいなる光景を彼は見た。それは実に「この後のち起こるべき事」、すなわちキリストの再臨によって起こるべき事の幻影であった。


  　見よ、天に聖座みくらが設けられてある。その上に坐する者がある。


  　坐する者の状態は？それは余りに荘厳にして、とても説明に堪たえない。譬たとえんに何ものをもってしようか。あるいは透すき徹りて爛々ときらめく碧玉へきぎょく、燃え立ちて赫々かくかくと灼かがやく赤瑞瑠めのうか。比たぐいなき気高さまた烈はげしさ。もしその聖座みくらの周囲まわりを取り巻くところの柔かき光、緑玉の虹がなかったならば、何人がここに目くらまざるを得よう。


  　碧玉へきぎょく、赤瑪瑙めのう、しかしてくまどるは緑玉の虹、真に貴さの限り美わしさの極みである。しかして神とは実際こんな者ではないか。聖にして聖にして聖なる者、犯すべからず近づきがたき者、その聖手みてに陥るよりも怖ろしきはなき者、義の義なる者、しかし限りなき恩恵をもって罪人の頭首をも永遠にいつくしみたもう者、その聖顔みかおをあおぐにまさりて喜ばしきはなき者、誠に愛の愛なる者。すべてイエスを通して神を見たる経験ある者は、このヨハネの簡潔きわまる叙述の中に、言いがたき味わいを見出さずにはやまない。


  　聖座みくらのまわりにはまた二十四の座位くらいがある。その上に坐する二十四人の長老がある。


  　長老とは誰か。見よその衣を、また冠を。白衣に金冠！罪の痕跡をも留めぬ純白の衣に、完まっとうせられし聖潔の表示があり、十字架ならぬ輝く冠に、勝利の栄光の象徴がある。望ましいかな、彼らはすでに完まったき救いに与あずかりてキリストに似たる者となったのである。彼らはすでに福さいわいなる復活の経験を経て永遠の栄光に入ったのである。


  　彼らは世の始めより終わりまでにおけるすべての聖徒の代表者である。へブル書記者が「信仰によりて」と頭韻を踏んで列挙したところの旧約の戦士たち、その他一々語らば時足らざるべき預言者、使徒、ならびにキリスト者の全体である。彼らはみなかつて地上にありて信仰によりて歩んだ。信仰により十字架を負うて歩んだ。その時彼らはみないまだ約束のものを受けなかったが、遥かにこれを見て迎えた。そして地にては自ら旅人また寓やどれる者として寂しく過ごした。彼らもしその出いでし処を憶おもわば帰るべき機おりはあったのである。しかし彼らの慕う所は天にあるさらに勝る処であった。それを望みながら、彼らの多くは一たび死んだ。死んでなお待ちつづけた。


  　今こそ時は来たのである。終わりのラッパすでに鳴り、キリストすでに天より降くだりて、すべて彼らをして甦らしめ、朽ちざる身体を着せしめ、しかして一先ず聖座みくらのある天にまで伴い去ったのである。二十四人の長老によって代表せらるるものはすなわち復活直後の聖徒の集団である。晨あしたの胎はらより出いでし露よりも潔き、いと福さいわいなる集団である。彼らの面かおには復活の子ならでは知りがたき歓びが漂うている。人生の福祉さいわいをうたいし詩人が「罪びとは義しき者の集いに立つことを得ざるなり」というたのは、主としてこの日の集いを指すのであろう（詩一の五）。


  　また聖座みくらの正面とその周囲とに四つの生物いきものがある。第一は獅子のごとく、第二は牛のごとく、第三は面かおのかたち人のごとく、第四は飛ぶ鷲に似ている。各々六つの翼を備え、また前にも後にも翼の内にも外にも数々の目をもって満たされている。


  　この怪しき生物いきものは何か。かつてはイザヤもエゼキエルも、後にはダンテも同じようなものを見た。イザヤはこれをセラピムと呼び、エゼキエルはケルビムと呼ぶ。それは単に幻影の中に現わるる非実在的なる象徴ではあるまい。何となれば人が始めて楽園を逐おわれた時に神はケルビムを置いて生命の樹の途みちを守りたもうたとあるからである。ツロの王にサタンの姿を認めし時、預言者は彼をケルビムと呼んでいる（エゼキエル二八の一四）。ケルビムまたはセラピムなる生物いきものは恐らく天使の一階級であろう。ただし彼らは特別にあるものを代表するのであろう。あるいは獣類の王なる獅子として、あるいは家畜の王なる牛として、あるいは被造物の王なる人として、あるいは禽類の王なる鷲として、一切の被造物を代表するのであろう。その多くの翼と目とはすべての被造物に生命の充みち満つることを暗示するのであろう。四つの生物いきものはすなわち神のまえに生ける天然である。天然は実際生きている。天然を愛する者はみなその事を知る。


  　この四つの生物いきもの、昼も夜も絶え間なく言う、「聖なるかな、聖なるかな、聖なるかな、昔いまし今いまし後来たりたもう主たる全能の神」と。天然はこぞりて偉大なる讃美歌を合唱している。すべての被造物がひたすらに神をたたえている。彼らの久しかりし歎きと苦しみとはことごとく癒されたのである。彼らはすでに滅亡ほろびの僕たる状態より解かれて神の子たちの光栄に参与したのである。荒野と潤いなき地とは楽しみ、砂漠は喜びてサフランのごとくに咲き輝きつつあるのである。山と岡とは声を放ちてみまえに歌い、野にある樹はみな手をうちつつあるのである。


  　四つの生物いきものがかく歌いつつある時に、見よ、二十四人の長老もまた聖座みくらに坐したもう者のまえに伏して彼を拝し、おのが冠を一斉に聖座みくらのまえに投げ出して言う、「我らの主なる神よ、栄光と尊崇とうときと能力ちからとを受けたもうは宜うべなり、汝は万物ばんもつを造りたまい、万物ばんもつは聖意みこころによりて存しかつ造られたり」と。


  　復興の天然にさえ感謝がある時、復活の聖徒に讃美なくして可なろうか。「天然と教会とは常に讃美を共にせねばならぬ。前者がその歌を始める時は後者がその膝を聖座みくらのまえに折るべき合図である」（Ｈ・Ｂ・スイート）。しかして聖徒には聖徒にふさわしき表現の方法がある。彼らはその頭に戴くところの黄金の冠を脱いで、これを聖座みくらのまえに投げ出す。神より被きせられし冠である、地上における勝利の生涯の報償として、苦難に代わるとこしえの栄光の象徴として、神より被きせられし冠である。それをさえ献げ物として再び聖座みくらのまえに投げ出さずば彼らはやまないのである。神は罪をさえ恩恵の手段に化したまえば、聖徒はまた恩恵をさえ讃美の手段に化する。恩恵また讃美、報償また献供、光栄また奉仕、かくて永遠の生活は限りなく進みゆく。


  　聖座みくらのまえに天然と人との共同なる讃美。まことに福さいわいなる光景である。造られしものはすべてこの日のために造られたのではないか。創造の目的、人生の至上善は、神の讃美にあるのではないか。人も天然も讃美の状態に在る時に最も人らしくあり天然らしくあるのではないか。しかして我らの小さき実験はその事を証明する。私が何時よりも生き生きして居るは、私の衷うちに讃美の心が湧いている時である。神のかぎりなき恩恵をおもい、その偉大なる聖業みわざをおもい、彼自身のいと高き栄光をおもうて、言いがたく厳粛なる歓喜に満たされる時、その時人生は私にとって厳かなるものとなり、生くることその事が大いなる特権と感ぜられ、私の衷うちにあるすべての能力が春雨にうるおう若草のごとく伸びんとするを経験する。その時梢に囀さえずる小鳥も、空を流れゆく灰色雲も、みな祝福にかがやくがごとく、万物が私と共に歓喜の交響楽を奏するかと思う。これは確かに来たるべき福さいわいなる日の序曲である。


  



  七 審判まさに始まらんとす


  



  　場所は天である。たぶんそれは諸々の天の上なる天、もろもろの宇宙の中心たる所であろう。地球はもちろん、太陽系の世界からも、または数知れぬ恒星の宏大なる宇宙からさえも、なお限りなく離れた、いと高き天。古いにしえの詩人たちが有形的物質的の天から区別して、清火の天と呼んだ、夢のような国。見わたすかぎり爛々と光はみなぎって。


  　そこにまた際立って蒼穹おおぞらのような輝きをはなつものが見える。聖座みくらである。


  　聖座みくらのうえに坐したもう者がある。その坐したもう者の姿態すがたは見るべくもない。みとめるはただ宝玉のようなきらめき。たとえば透すき徹る碧玉へきぎょくか、もしくは真紅の赤瑪瑙めのうか、塵ほどの不純をも容ゆるさぬ澄明さ、一切の邪悪を焼き尽くす熾烈しれつさ。人にはとても堪たえがたい。けれどもまた聖座みくらをめぐってまどかにかかる緑玉のような虹！中うちなる閃光をやわらげて、何という和なごやかさであろう。さながら「エホバ、エホバ、憐憫あわれみあり恩恵めぐみあり、怒ることの遅く、恩恵めぐみと真実まことの大いなる神」という神みずからの宣言を聴くかのように。


  　また聖座みくらは単独にあるのでない。そのまわりに、より小さく、より低き幾つかの座位くらいがこれを取り巻いている。数えてみれば二十有四。いずれもその上に坐する者がある。身には白き衣を纏まとい、頭には金の冠を戴いて。すべて二十四人の長老、すなわち総代である。旧約の十二（十二支族）と新約の十二（十二使徒）とをあわせたる数の総代たち。かれらは旧新両約の聖徒たちを代表する。すべて神に属つける者、すべてキリストを信ずる者の代表者が、今は白衣と金冠とを着けて、聖座みくらのまわりにおのおの王座に即ついているのである。彼らはすでに完まっとうせられ、すでに栄光を被きせられたのである。けだし終わりのラッパはすでに鳴ったのであろう。墓にある聖徒たちは、一斉に目さめた。かれらはみな瞬またたくまに化した。朽つる者は朽ちぬものを着、死ぬる者は死なぬものを着た。そうして斉ひとしくハレルヤを唱えつつ、天に携え挙げられ、かくて一先ず神のみまえに参集した。二十四人の長老の現在はこの大いなる事実を表示する。


  　聖座みくらは静止しているのでない。見てあれば、そこから数多あまたの電光が燦々さんさんときらめく、叱陀するような力づよい声がひびく、また轟々と雷霆いかづちがとどろく。つづくは嵐か大水か。その昔シナイ山の麓にイスラエルの民を戦慄させたという物凄さもこれには敵かなうまい。何らか恐ろしきものが迫っていることの予感にうたれる。


  　また聖座みくらの前には火がある。七つの矩火たいまつが高く燃えて、あたかも戦車のようにこれを装うている（ナホム二の三、四参照）。この矩火たいまつは神の七つの霊である。すなわち聖霊の様々の働きである。聖霊は七つの燈火または矩火たいまつとして、照らし慰めもすれば、焼き亡ぼしもする。この場合には殊ことに「さばきする霊みたま、焼きつくすみたま」として、聖座みくらに坐したもう者のみこころを行おうと準備している（イザヤ四の四）。


  　動いてやまぬ電光、音声、雷霆いかづち、ゆらめきさわぐ七つの矩火たいまつ。これら安からぬ観物と著しき対照をなして、見よ、聖座みくらのまえに遥かに布しくは一面の玻璃はりの海。堅きは「鋳たる鏡のごとく」（ヨブ三七の一八）、しかも透すき徹りて言いがたき美しさに輝くこと水晶にも似て。荘大なる安けさ、静けさよ。まさに審判さばかんとしたもう者の聖足みあしはかかる所に立つのである。


  　みものはしかしそれだけでない。聖座みくらの中央すなわちその正面と、その周囲まわりすなわち左右ならびに背後とに、なお四つのものがある。「活物いきもの」である。前も後うしろも数々の目で満ちている。ただし形はそれぞれに相異なる。第一の活物いきものは獅子のようであり、第二の活物いきものは牛のよう、第三の活物いきものは顔のかたちが人のようであり、第四の活物いきものは飛ぶ鷲のようである。この四つの活物いきものはおのおの六つの翼をもち、その翼の内も外もまた数々の目で満ちている。疑いもなくそれは何か象徴的の存在でなくてはならぬ、あたかも二十四人の長老がすべての聖徒たちの代表者であったように。しからば四つの活物いきものは何を象徴するのか。その数は当然、地を思わせる（四は四方、四季、四元素などに因ちなみて地の数である）。そうして人といえば地上の被造物の首かしらであり、獅子は獣の、牛は家畜の、また鷲は鳥の首かしらであることを思えば、謎は必ずしも解くに難くない。恐らくこれら四つの活物いきものは地上にあるすべての被造物、すなわちいわゆる「自然」の象徴であろう。全聖徒がかの二十四人の長老に代表せられて、きよき聖座みくらを取り巻いているように、大自然もまたこの四つの活物いきものに代表せられて、同じように栄光の聖座みくらを取り巻いている。そうして彼らが前も後も、またその翼の内も外も、数々の目で満ちているのは神のまえにおける自然の断えざる警醒を示すのであろう。またおのおの六つの翼をもっているのは、多分イザヤが見たセラピムのように、二つをもって面かおをおおい、二つをもって足をおおい、二つをもって飛び翔かけるためであって、つまり自然の敬虔と謙遜と従順とを表すのであろう。その数々の目といい六つの翼というは、二十四長老の白衣または金冠のように、必ずしも栄光の姿ではない。ゆえに造られたるものはいまだ完まっとうせられたのではないと見える。しかしながらとにかく自然は神の子たちとともに神の聖前みまえにありて、偉大なる讃美を共にしようとするのである。


  　讃美はまず自然から始まる。けだし創造者としての神の讃美が救贖きゅうしょく者または審判者としての神の讃美に先だつからである。すなわちすべての造られたるものを代表して、四つの活物いきものは昼も夜も絶え間なく言う、


  
    聖なるかな、聖なるかな、聖なるかな、主たる全能の神、

    昔いまし、今いまし、後きたりたもう者！

  


  　自然の断えざる警醒は神の讃美に集中するのである。造られたるものの昼夜をこめての活動はただ聖名みなを崇あがめんがためである。天地の主にしてこれを創造したまいし全能の神、過去と現在と未来とにわたりて永遠より永遠まで世界を支配したもう摂理の神、その聖名みなは限りなく聖なるかなとかれらは歌う。「造られぬ者に対する造られたるものの讃美。」


  　四つの活物いきものがこのように、聖座みくらに坐して世々限りなく活いきたもう者に栄光と尊崇とうときとを帰しかつ感謝するとき、あたかも約束したかのように、二十四人の長老もまたその座位くらいから起たちあがり、聖座みくらに坐したもう者のまえにひれ伏して、この世々限りなく活いきたもう者を拝し、かつ自分たちの冠を聖座みくらのまえに投げ出して言うのである、


  
    宜うべなるかな、我らの主なる神よ、なんじ栄光と尊崇とうときと能力ちからとを受けたもうは。

    そは汝は万物ばんもつを造りたまえばなり、また汝の聖意みこころによりてかれらは存しかつ造られたればなり。

  


  　うるわしきよ、自然と聖徒との合唱。活物いきものらが翼をもって面かおをも足をもおおいながら飛び翔かけりつつ叫べば、長老らは金冠をとりて神の聖足みあしのもとに投げいだしつつ歌う（彼らの勝利も栄光も一切神のものに他ならぬことの表明として）。造られたるものの造られぬ者に対する感謝に和して、神の子たちもまた彼の創造を讃美する。その意にいわく、神は万物の創造者、従って万物の本質的存在もその歴史的発生もみな神の聖意みこころによらぬはない、かかる神に栄光と尊崇とうときと能力ちからとを帰するはいかに適ふさわしいかなと。かくて声なき自然の讃美と高らかなる聖徒の謳歌とは、ひとしくせまりて創造者の永遠の聖座みくらをゆるがす。


  



  八 封印せられたる巻物とその解封者


  



  　聖座みくらに坐したもう者の右の手に一つの巻物が握られている。それはある特殊の巻物である。裏にも表にも文字がある。また七つの封印をもって厳重に封ぜられている。それは何を意味するか。


  　昔ユダヤにおいて土地を売買する時に、特殊の証券が作成せられて、買主の手に保有せられた。それには代金その他の事項が記載せられ、買主の印をもって封ぜられた。しかして裏面には証人が署名した（ウィームス「モーセの裁判法」サイスの引用による、エレミヤ三二の六～一二参照）。


  　何のためにかかる証券は作成せられたか。売主をしていつか再びその失いたる土地を買戻すことを得させんがためである。けだしユダヤにおいては、土地は神のものであるとの思想が確かたく行われた。人は神の借地人たるに過ぎない。従って一旦正当に土地の分配に与あずかりし者は、おのが勝手にこれを処分することを許されない。「地を売るには限りなく売るべからず、地は我の有ものなればなり。汝らは旅客たびびとまた寄寓者やどれるものにして我とともにあるなり」（レビ二五の二三）。しかしてこの精神を貫徹せんがために「贖い」の制度が定められた。「贖い」とは土地を失いたる者の親戚がその者のために代金を払うて何時にても再び本人の手に土地を回復せしめ得る特権である（後日ごじつ本人自身にその資力が出来たらばもちろん本人でもよい）。この場合に買主は売戻を拒むことを得ない。適当なる贖い人は来たりて必ずその売買証券を受け、みずから封印を解くことを許されるのである（レビ二五章）。


  　すなわち知る、証券は失われたる所有の表示であって、しかも後にいつか適当なる贖い人によって受領せられ解封せられんことを待つところのものであることを。


  　ヨハネが見たる巻物もまた裏表に文字あり、かつ多くの印もて封ぜられたるものであった。それもまた人類の失われたる所有の表示にして贖い人を待つところのものであった。


  　聖座みくらに坐したもう者の右の手にかくのごとき巻物がある。人類の嗣業は失われている。神は始め我らを「少しく神よりも卑ひくく造りて栄光さかえと尊貴とうときとを被こうぶらせ、またこれに聖手みての業を治めしめ万物よろずのものをその足下あしのしたに置きたもうた」に拘わらず（詩八の五、六）、この栄光さかえと尊貴とうときと権力ちからとは我らから失われている。今や人類に罪の痛みがあり死の悲しみがあり諸々の涙がある。万物は人類に服せず、地は呪われ、造られしものは皆歎いている。見よ、巻物は神の手にある。実に偉大なる深刻なる事実である。


  　ヨハネがこれを見てある間に、ひとりの強き天使が現われ、大声に呼ばわっていうた、「巻物を開きてその封印を解くに相応ふさわしき者は誰ぞ」と。巻物は贖い人を待つ。嗣業を失いたる人類は、何人かが来たりてこれを回復しくれん事を要求する。哀かなしむ者は慰められん事を願う。強き天使の叫びは同時に弱き全人類の叫びである。すべての文学はこの声ではないか。六千年の世界歴史はこの探求の努力の記録ではないか。巻物を開くに相応ふさわしき贖い人を見出さんがために、人類は今に至るまで苦しみつつある。


  　しかるにその人は何処にも見出されない、我らの眼の涙をことごとく拭うてくれるものは、天にも地にも地の下にも見出されない。我らは相変わらず悲歎と苦痛と号叫とを繰り返さねばならぬ、実になやみ多き世である。ああかくて幾その時を経ねばならぬのか。我らの求むる贖い人は遂に得られないのであるか。巻物は永久に聖座みくらに坐したもう者の手に握られるのであるか。


  　ヨハネはこれを思うて「いたく泣いた」。彼は全人類を代表して泣いたのである。もし我らのために巻物を受け取るべき贖い主が遂に存在しないならば、我らの世界は絶望である。誰かこれに堪たえよう。我らはしばしば望みを失わんとしてヨハネと共に泣く。


  　しかしながらその時長老の一人がヨハネに向うて言うた、


  
    泣くな、見よ、ユダの族やからの獅子、ダビデのひこばえ、すでに勝かちを得て、巻物とその七つの封印とを開き得うるなり。

  


  　喜ばしき音信おとずれ！唯一人がある、「汝の手は汝の敵の頚くびを抑えん」と預言せられて獅子に擬なぞらえられしユダの族やからの理想たるもの、古きダビデの根より出いづる「芽めばえのごとく、燥かわきたる土より出いづる樹株こかぶのごとく」に艶色みばえなき悲哀の人、すなわち力強くしてしかもいと柔和なるもの、その人がひとりすでに世に勝ったのである、しかしてその勝利のゆえに人類の失われたる嗣業を回復するに相応ふさわしき者となったのである。彼こそは我らの贖い人である。彼は来たりて巻物とその七つの封印とを解き得る。


  　長老のこの言葉は数千年来預言者使徒らによって伝えられたる福音そのものである。この贖い人の音信おとずれを聴いてのみ我らは泣きやみ得る。キリストの福音を除いて人類の慰籍と希望とは何処にあるか。


  　慰められてヨハネは再び眼を挙げた、しかして見よ、聖座みくらおよび四つの活物いきものと長老たちとの間に、屠ほふられたるがごとき羔こひつじの立つを。


  　屠られたる羔、「我らの愆とがのために傷つけられ、我らの不義のために砕かれ」たるキリストこそ我らの「贖い人」として完全なる者である。何となれば我らの嗣業は我らの愆とが、我らの不義のために失われたものであるからである。キリストが羔として屠られた時に彼はすでに我らのために価を払うた。されば今や何時にても来たりて我らのために巻物を受け取り得べき者がある。今や我らの失いたるすべてのものを我らのために回復し得べき者がある。我らの眼の涙をことごとく拭い得べき者がある。これを知って我らもまた古いにしえのヨブと共に言う、「我れ知る、我を贖う者は活いく、後の日に彼は必ず地の上に立たん」と。


  　ヨハネなおも見てあれば、羔は来たりて聖座みくらに坐したもう者の右の手より巻物を受け取った。ああ巻物は遂に受け取られた！いかに大いなる事実ぞ。久しき間失われてありし人類の嗣業は今こそ羔にありて回復するのである。人生の一切の欠陥は残りなく充みたされるのである。すべての歎きが永遠に癒されるのである。我が贖い主の地の上に立つべき日、神の国の来たり臨むべき日、「仰ぎて首こうべを挙げよ、汝らの贖い近づけるなり」と預言せられしその日（ルカ二一の二八）。


  　この日にまさる大いなる日は歴史上にあり得ない。造られしものの祈祷も讃美もみなこの日のためであったのである。ゆえに羔が巻物を受けた時に、四つの生物いきものおよび二十四人の長老おのおの竪琴と香の満ちたる金の鉢とを持って羔の前にひれふすをヨハネは見た。この香は今日までに挙げられしすべての聖徒の祈祷である。聴かれずして終わりしと見えし祈祷もこの日ことごとく金の鉢に満たされて羔の前に持ち出され、しかして彼によりて確実に応こたえられる。何となれば、巻物はすでに受け取られたからである。（聴かれざる祈祷に泣く者よ、この日まで待て）。竪琴は讃美である。いまだかつて聞かれざりし新しき歌の讃美である。すなわち完まっとうせられし贖いの歌である。


  　生物いきものと長老との讃美に続いて、彼らの周囲まわりにいる千万の天使らまた大声に歌う。最後に天と地と地の下と海とにある一切の造られし物、またすべてその中にある物、およそ物という物ことごとく声を合わせて讃美と尊崇とうときと栄光と権力ちからとを神および羔に帰し奉たてまつる。まことにこの日こそ石も遂に叫ばずにはいられない。しかして彼らを代表する四つの生物いきものはアーメンをもってこれに応え、長老たちはひれ伏して拝する。パウロが預言して「このゆえに神は彼（キリスト）を高く挙げて、これに諸もろもろの名にまさる名を賜いたり。これ天に在るもの地に在るもの地の下に在るものことごとくイエスの名によりて膝を屈かがめ、かつ諸もろもろの舌の『イエス・キリストは主なり』と言いあらわして栄光を父なる神に帰せんためなり」というたその福さいわいなる日が遂にここに実現したのである。


  



  九 四騎士の出現、祭壇と地震


  



  　羔こひつじはすでに巻物を受け取った。彼は今よりその封印を解き破ろうとする。久しく失われたる人類の所有は今より現実に回復しようとする。贖いは完全に成就しようとする。重大なる時である。パウロが「次には終わりきたらん、その時キリストは諸もろもろの権能・権威・権力を亡ぼして云々」と預言したその時である（前コリント一五の二四）。イエス自ら「これらの事起こり始めなば、仰ぎて首こうべを挙げよ、汝らの贖い近づけるなり」と言うたその時である。封印の解破すなわち救贖きゅうしょくの完成である。


  　七つの封印を羔は逐次に解き破りゆく。その第一より第四までは、これを解く毎に、四つの生物いきものの一つ一つが交々かわるがわる雷霆いかづちのごとき声して「来たれ」と叫ぶを聞く。しかしてこの叫びに応じて、各々異なる使命を帯びたる四騎士を乗せし四頭の馬が出いでゆくを見る。第五以下の封印にかくのごとき事はない。ゆえに四つの封印はそれだけにて一つの群を成すことを知る。


  　「来たれ」と生物いきものが叫ぶは何の意味か。恐らくそれは贖いの完成を希ねがう被造物の声であろう。四つの生物いきものは一切の被造物の理想でありその代表者である。理想であるがゆえに彼らはすでに栄光の姿に化せられしごとくに聖座みくらをめぐりて日も夜も讃美を続ける。しかし彼らによりて代表せらるる現実の天然そのものはこの時いまだ贖われていない。先に羔が巻物を受け取った時に、現実の天然すなわち「天に地に地の下に海にあるすべての造られたる物またすべてその中うちにある物」が下界より讃美を献げ、その代表者たる四つの生物いきものが天界より「アーメン」をもってこれに応こたえたのはその事を暗示する。ここにては四つの生物いきものみずから現実の天然に代わりて口を開くのである。すべての天然は聖徒と同じように聖国みくにの来たらんことを待ち望んでいる。しかして封印いよいよ解き破られんとする時、贖いまさに近づく時、天然のこの叫びは最も鮮やかに聞こえるであろう。


  　声に応じて出いで来たるもの、見よ、第一には白き馬、騎士は弓を手ばさみ冠冕かんむりを戴き、勝ちて復また勝たんとの勢いを見せて。第二には赤き馬、騎士は大いなる剣つるぎを帯び、地より平和を奪う事と人をして互いに殺さしむる事とを許されて。第三には黒き馬、騎士の手に持つは権衡はかり、しかして四つの生物いきものの間より「小麦五合は一デナリ、大麦一升五合は一デナリなり云々」との声聞こえて。第四には青ざめたる馬、騎士の名は死、陰府よみこれに随したがい、地の四分の一を支配して剣つるぎと飢饉と死と地の獣とにより人を殺す事を許されて。


  　馬の色と、騎士の持つものまたはこれに随したがうものと、その使命とはよく調和する。白は義の色、弓と冠冕かんむりとは征服と勝利とを示す。かくて第一のものは永遠の勝利の象徴である。赤は血また火の色、剣つるぎは説明をまたない。第二のものは疑いもなく戦争の象徴である。黒は欠乏の色、権衡はかりを持ちて小麦大麦を計るは食糧の欠乏を示す。すなわち第三のものは飢饉である。青ざめたるは血の気なき死の色、陰府よみは死の国。かくて第四はいうまでもなく死である。


  　戦争と飢饉と死と、しかしてそれらすべてのものの根底に義の永遠の勝利。贖いの完成はかくのごとくにして始まるのであるという。果たしてしからばこの世は多くの人の想像するように文明の進歩によって漸次に改善せられないであろう。軍備制限の国際会議を幾度いくたび重ぬるとも、戦争は遂に止やまないであろう。否、かえって最大の戦争は最後に来たらんとするであろう。飢饉も死もまたその通りであろう。世界は人の努力によりて理想国と化さない。神を信ぜず神に委ねざる努力はすべて失敗に終わる。


  　戦争は止やまない、飢饉は絶えない、死は滅びない。「民は民に、国は国に逆らいて起たたん、また処々に飢饉と地震とあらん、これらはみな産みの苦しみの始めなり。その時人々汝らを患難なやみに付わたし、また殺さん」（マタイ二四の七～九）。しかしながら失望するには及ばない。それらの根底に義の永遠の勝利がある。白馬に跨またがり、冠冕かんむりを被かぶりて弓を持つものは、勝ちて復また勝たんとてゆく。キリストは遂に必ず世界を征服する。戦争と飢饉と死との蔭に、すべての暗黒と罪悪と災禍との蔭に、人の気付かざる所に、永遠の勝利者の聖旨みむねは確実に成りつつある。世の終わりに至りて、彼の能力ちからは最も顕著に現われるであろう。実に人生を支配する第一原理は義の最後の勝利である。福さいわいなる事実である。


  　第五及び第六の封印の解かれた時に、ヨハネは全く異なる二つの光景を見た。前者には一つの聖なる祭壇があった。祭壇の下には多くの潔き霊魂があった。彼らはみな大声に呼ばわって言うた、「聖にして真まことなる主よ、何時いつまで審かずして、地に住む者に我らの血の復讐をなしたまわぬか」と。すなわち彼らは殉教者である、神の言ことばのためまたその立てし忠実なる証あかしのために生命を棄てし殉教者である。彼らの声は悲壮であった。しかし言いがたき平安の基調が伴うて居った。彼らは各々雪のごとき白衣を与えられ、かつ彼らと均ひとしく殺されんとする兄弟らの数の満つるまでなお暫く安んじて待つべきを言い聞かせられた。


  　後者には大いなる地震があった。日は荒き毛布のように黒く、月は全面血の色を呈し、天の星はさながら無花果いちじくの樹が大風に揺られてその生後なりおくれの果みの落ちるように地に落ち、天そのものは巻物を捲まくように去り行き、山と島とはことごとくその処を移された。しかしてかかる恐ろしき震災の中に、国王、大臣、将校、富豪、勇士、奴隷、自主の人ら、みな洞ほらと山の巌間いわまとに匿かくれ、山と巌いわとに向かいて叫んで言うた、「請う、我らの上に墜ちて聖座みくらに坐したもう者の顔より、羔の怒りより、我らを隠せ。そは聖怒みいかりの大いなる日すでに来たればなり。誰か立つことを得ん」と。何たる意味ふかき対照ぞ。祭壇と地震、殉教者と不信者、白衣と黒日、祈祷と悲鳴、平安と狂乱、待望と絶望、私はここに人生の帰趣を見る。この世の生涯は遂にこの二者のいずれかに帰着せざるを得ないのである。義のため真理のための殉教にあらずんばすなわち恥ずべき絶望の死である。苦痛はいずれにもある。しかしその性質は天と地との差である。すべての高貴なる生涯に殉教の苦痛がある。これを欲しないものは審判の日の狂乱の苦痛を免れない。地震か祭壇か。第六封印か第五封印か。人生にこの二つの途みちがある。


  



  一〇 神の僕の印せらるるまで


  



  　第六封印は解かれて、神の怒りの大いなる日はすでに来た。やがて恐るべき審判の第七封印が開かれようとする。その間にヨハネはまた別に二つの挿話的幻影を見た。七章一節ならびに九節に「この後のち我れ見しに」とあるはすなわち新しき幻影の開始を示す（黙示録四の一、一五の五、一八の一参照）。


  　第一は地上において印せらるる神の僕らである。ヨハネ見るに地には何か容易ならぬ変動の起こらんとするごとき予感があった。四人の天使が地の東西南北の四隅に立って居った。彼らは地の四方より大風を送りて地をも海をも諸もろもろの樹をも害そこなわんと身構えつつ、なお暫しばしこれを引き止めて吹かせざるもののごとくあった。ここにまた日の出いづる方より他の一人の天使が何ものかを携えながら登り来たるを見た。その携えるものは神の名を刻める印いんであった。彼は中空たかく翔かけり上りしのち四方を睥睨へいげいし、四人の天使にむかい大声に呼ばわって言うた、「われらが我らの神の僕の額に印いんするまでは、地をも海をも樹をも害そこなうな」と。かくて四人の天使が差し控えつつある間に、その嵐の前の物凄き静寂の裡うちに、かの一人の天使は全地を翔かけり巡りて、すべての神の僕の額に神の名を印いんした。ヨハネその印いんせられたる者の数を聴けば、総計十四万四千であるという。すなわちイスラエルの各族中一万二千づつ十二族である。


  　これら印いんせられたる十四万四千人は何者であるか。終末時代に地上に生存せる信者たちであろう。「イスラエルの子ら」とあるも、これを文字通りにユダヤ人と解すべきでない。イスラエルといいエルサレムといいシオンの山といい、黙示録においてはすべて霊的の意味に用いられる。その他聖所、幕屋、祭壇などいうも皆同様である。すべての信者はイスラエルの子らである（ロマ九の六、ガラテヤ六の一六）。従って彼らはある意味において十二族のいずれかに属する。ユダ（神の讃美）か、ルベン（子を見る）か、ガド（集団）か、アセル（恵まれし者）か、ナフタリ（角力者）か、マナセ（忘却）か、シメオン（聴従）か、レビ（依附）か、イサカル（報償）か、ゼブルン（住所）か、ヨセフ（附加）か、はたベニヤミン（右の手の子）か。これら諸族に属するもの各々一万二千、すなわち完全の数十二を天の数なる千にて倍したる象徴的数字である。その時地上にありて神に忠実なる総ての男女を表示する。


  　かくのごとく歴史的には彼らは終末時代の信者である。しかしこの幻影によって教えらるる真理の適用は彼らに限らない。それは原理において何時いつの代たるを問わず一切の信者に当てはまる。


  　神はすべて己に属つく者を知りたもう、そのいと小さき一人に至るまでことごとくこれを見知りたもう、しかして彼らの数の満つるまで、審判の天使の活動を許したまわない。神の子の最後の一人の額に印いんせられ終わるまで、地の四方の風は決して彼らを害そこなうことないのである。信者に臨む難難は審判ではない、試練である、恩恵である。


  　今の世の奸悪不義をまざまざと実見する時、我らは幾度いくたびか疑う、何故にかかる世がなお滅びないのであるかと。滅びるが当然である。まことに「審判さばきの日にはソドムの地のかた汝よりも耐え易やすからん」「ニネベの人審判さばきのとき今の代よの人と共に立ちてこれ（今の代）が罪を定めん」である。もしソドムにして滅ぼされしならば、何故に今の世は免れてあるのか。答えて曰く、印いんせられつつある少数者のためである。ソドムに五十人の義者ただしきものあらば、否、十人だにあらば、その十人のために我れこれを滅ぼさじと神はアブラハムに誓うた。十四万四千人のイスラエルの子らが地上に存在する限り、地の四隅に立つ天使らは恐るべき審判の風を引き止めて地にも海にも諸々の樹にもこれを吹かせないのである。一人の義者ただしきものの存在は社会の破滅を防ぐ鍵である。


  



  一一 白衣の大集団


  



  　地上において印いんせらるる神の僕の幻影につづき、ヨハネは天上に集められしすべての聖徒の大集団を見た。すなわち千万とも数えつくすに由よしなき大いなる群衆があった。彼らはみな純白の衣を纏まとい、手に手に棕櫚しゅろの葉を持って居った。彼らは諸々の国、諸もろもろの族やから、諸もろもろの民、諸もろもろの国語の中より集められし団体である。すなわち彼らの中にはギリシャ人もあればドイツ人もある、アングロ・サクソンもあれば大和民族もある。白人もあれば黒人もある、へブル語の民もあれば梵語の民もある。しかして彼らは神の聖座みくらと羔こひつじとの前に立ち、声を一つにして高らかに叫んでいう、「救いは聖座みくらに坐したもう我らの神と羔とにこそ在れ」と。この声高き讃美に和して「アーメン」を唱えながら、均ひとしく数えつくすこと能あたわざる天使の群集もまた聖座みくらの前に伏し神を拝していう、「讃美、栄光、智慧、感謝、尊貴とうとき、能力ちから、勢威いきおい、世々限りなく我らの神にあれ、アーメン」と。


  　それはいかばかり荘厳の光景であろう。煉獄浄罪の山のふもとに立ちて海上を眺めやりしダンテは紅の朝霧を破って船を導き来たるただ一人の白衣の天使を見出してさえ、「眼は近く彼に堪たえ得ず、私はこれを垂れた」と言うている、しかして「願わくは再びこれを見得んことを」と言うている。まして天使に似たるものの無数の集団をや。天は秩序の世界であるから、彼らは多分


  
    拡がりて段をなし、また常春とこはるを

    もたらす太陽に頌歌しょうかの薫香を放つ

    窮みなき薔薇

  


  のごとき形して示されたであろう。しかしてまた「他の一軍」なる天使団は、さながら純白の花の周囲にまつわり羽音にて野を唸うならす蜜蜂のようでもあったであろう。


  
    旧新の人にてむらがる

    この安らかなる歓喜の王国は

    皆ただ一つの目標を眺めて愛す。

  


  その同じようなる観物を見た時のダンテの祈りは「おお唯一つの星として彼らの眼に閃き、かくてこれを充みち足らす三重の光よ、下界なる我らの擾乱じょうらんをみそなわせたまえ」であった。天上歓喜の王国に諸国諸族諸民諸語の人々が一つの目標を眺めつつ声を共にして讃美するを見る時、下界なる我らキリスト者の擾乱じょうらん、その諸もろもろの宗派的分争の醜さは何事ぞ。


  　ヨハネは深き感慨をもってこの光景を眺め居るうち、長老たちの一人が彼の思いを一しお明らかならしめんとて彼にむかうて問うた、「この白き衣を着たるはいかなる者にして何処いづこより来たりしか」と。ヨハネは謙遜に答えた、「わが主よ、なんじ知れり」と。ここにおいて長老彼のために説明していう、「彼らは大いなる患難なやみより出いできたり、羔の血に己が衣を洗いて白くしたる者なり。このゆえに神の聖座みくらの前にありて昼も夜もその聖所にて神に仕う。聖座みくらに坐したもう者は彼らの上に幕屋を張りたもうべし。彼らは重ねて飢えず重ねて渇かず、日も熱も彼らを侵おかすことなし。聖座みくらの前にいます羔は彼らを牧して生命いのちの水の泉にみちびき、神は彼らの目よりすべての涙を拭いたもうべければなり」と。


  　長老の問いは白衣の集団につき我らの知るべき最も重要なる事項の何であるかを教える。しかして問題は二つである。曰く、「いかなる者」、曰く「何処いづこより」。


  　「何処いづこより？」「大いなる患難なやみより」である。彼らは享楽より来たらずして患難より来た。途みちは二つある、しかしてただ二つしかない。昔より人類の文明を貫通するこの二大潮流があったのである。享楽を目的とするギリシャ主義と患難を目的とするユダヤ主義とである。我らの生涯は大体の方向において必ず二者のいずれかに属する。いずれが合理的であるかを私は知らない。ただこの一事を知る、すなわち天国は患難の途みちにあることこれである。我らの小さき実験がその事を証明する。享楽の生涯にいかばかり貴きものがあっても天国の予感だけはない。これに反して、患難の生涯にかの日の前味がある。十字架を負うのよろこびはこの世ながらに永遠の福祉さいわいである。


  　「何処いづこより？」これを現世の立場よりいえば「何処いづこへ」 quo vadisクオー　ヴァデス である。答えて「十字架へ」と言い得る人は福さいわいである。


  　「いかなる者？」「羔の血に己が衣を洗いて白くしたる者」である。自ら努力して善き品性を築き上げたる者ではない、修養の人、自省の人、道徳の人ではない。ただ信仰の人である、自分の浅ましさを十分意識し、何一つの弁解もなく、何一つの修飾もなく、その身そのまま、キリストの血の中に飛び込んでそこに浸ひたる人、


  
    イエスきみよ　このままに

    われをこのままに　すくいたまえ

  


  との祈りをもって彼の足下にひれ伏す人、その人である。その人の衣は「緋ひのごとくなるも雪のごとく白くなり、紅くれないのごとく赤くとも羊のごとくに」せられる。その人は勝利の印なる棕櫚しゅろの葉を手にして天上の構廬節を祝うことを許される。


  　患難と羔の血、これを一言にしていえば十字架である。患難はおのが十字架、羔の血はキリストの十字架である。願わくは我らの地上の生涯が十字架の生涯にてあらんことを。


  



  一二 全天沈黙


  



  　第七の封印は遂に解かれた。すなわち封印中の最後のものである。これが解かれて人類と宇宙との救贖きゅうしょくは完成するのである。始めの六封印はその準備に過ぎなかったのである。我らは今や最も驚くべき観物を期待する。世界歴史のカタストロフィ（大団円）である。


  　先ず始まりしものは何か。沈黙である。「およそ半時のあいだ天静かなりき」。山雨まさに到らんとして風は楼に満ちる。審判まさに開かれんとして沈黙は天を蔽う。昼も夜も絶えまなく聞こえし讃美の声はことごとく消えたのである。四つの生物いきものは黙した、二十四人の長老も黙した、数えるに由よしなき万軍も黙した、祭壇の下にある霊魂も黙した、諸国諸族諸民諸語の大集団もみな黙した。かくてただ粛然たる全天の沈黙である。神無言、天使無言、聖徒無言。しかして見る沈黙の中にきらめく異様の物体を。それは七つのラッパである。神の前に立てる七人の天使、すなわち万軍中の最も位たかき者が、今しもこれを聖座みくらより受け取ったのである。


  　思う、ラッパ一たび鳴りわたらば、必ずや天地もゆらぐべき変動の起こるであろうことを。


  　ラッパを孕める半時の沈黙！何という厳粛の光景ぞ。まさに実現せんとする世界終末の予感である。たとえば臨終前の五分間である。その暫時の沈黙の中に、宇宙をこぞりての戦慄がある、創造以来の歴史の回顧がある、新たに成るべき世界の希望がある。しかり、ここに宇宙そのものの祈りがある。


  　果然、今一人の天使は現われる。彼の手にありてきらめくものは、ラッパならぬ金の香炉である。大声を発して宇宙の隅々まで響きわたるべきラッパならぬ、静かなる祈りを象徴して高く聖座みくらまで立ちのぼるべき香をたくところの香炉である。彼は来たりて祭壇の前に立つ。しかして手に満つるばかりの香を与えられる。しかしてこれを携えて聖座みくらの前まで進みゆき、そこにある金の香壇の上にて火にくべる。その時すべての聖徒たちの祈りは、天より地より、聖座みくらを動かすばかり盛んに昇る。それに添えて、見よ、天使の手より新しき香の煙、雲のごとくに立ち昇る。美わしいかな、祈りに添えての祈りである、これ恐らく天使が人類に寄するところの最大の同情であろう。私が祈りをする時、何処かにありて私を憶おもい私の祈りに添えて祈る人は、私の最も親しき友でなければならぬ。かくのごとき祈りの援助が信者を力づくること幾何いくばくであるかわからない。地上においてそれがある、天上においてそれがある。信仰の友の加祷がある、聖霊の加祷がある、しかしてまた天使の加祷がある。あたかも古きユダヤの大贖罪日において一人の大祭司が全会衆の祈りに添えて馨かぐわしき香の煙を挙げたように、世界終末の日、一人の貴き天使が全聖徒のために加祷するであろう。その同情の祈りにつつまれながら、アダム以来すべて神に頼りし者の祈りは、一つだに失うせずして神の前に昇るであろう。その中には私のすべての祈りもあるであろう。聴かれずに終ったと思いしものもみな失うせずしてあるであろう。


  　天使はやがてその香炉を取り、これに祭壇の火を盛りて、地に投げうつ。しかる時に数多あまたの雷霆いかづちと声と電光いなずまとまた地震とが起こる。これみな審判の象徴である。けだしラッパ鳴るべき時は熟したのである。審判の準備は整うたのである。祈りの香はことごとくたかれ、贖いの祭壇の火は投げうたれて、ここに最後の審判は始まる。すなわち全聖徒の祈祷の実現でもあれば、キリストの贖罪の完成でもある。贖罪は遂に新しき天地の創造に終わらねばならぬ。その新しき創造のための産みの苦しみが最後の審判である。審判あり新創造ありて、贖罪は結ぶべき実を結び、またすべての祈祷は完全に聴かれるのである。かつては上に向かいて空しく煙を挙げたかと見えし香炉も、今は逆転せられて、偉大なる反響を地上にもたらすのである。祈りは聴かれる、必ず完全に聴かれる。我らは新しき天と地とに入りて、その事の真実を発見するであろう。


  



  一三 底なき坑の蝗


  



  　第五の天使がラッパを吹いた。


  　そのときヨハネは一つの星が天から地に隕おちてあるのを見た。それは世の創はじめの頃、神にそむいて、その尾をもって天の星のおよそ三分の一を引き、もろともに地に落ちたところのその星であった（黙示録一二の四）。「晨あしたの子明星よ、いかにして天より隕おちしや」と言われるその明星すなわちサタンであった。


  　見れば、この星は何か鍵のようなものを手にしている。恐ろしく頑丈なる器具である。さもあろう、それは「底なき坑あな」の鍵であるから。


  　宇宙の何処かに底なき坑あながある。その名を地獄という。永遠の義なる神が手づから造りたもうた場所であって、世の終わりにいたって十分に用いられようとするものである。その時まで、神はその坑あなの鍵を天から隕おちた明星に渡し置きたもうた。けだし底なき坑あなとかの星と、性質上大いに似通う所があるからであろう。


  　さて、今や第五のラッパが鳴りひびくや、星はやおら起たち上りて、いかめしい門の扉に近づき、手にせる鍵を鍵穴に突き込んで、グイと廻転した。力づよき栓の外はずれるような音がして、底なき坑あなは開かれた。


  　たちまち見る、濛々もうもうたる煙、あたかも大きな炉の煙のように、または火山のそれのように、すさまじく坑あなから立ちのぼるを。見る見るそれは空一面にひろがり、今まで輝かしく照っていた日も、清らかに澄んでいた空も、一斉に坑あなの煙にまみれて、暗く穢きたなくかわってしまった。


  　しかしそれはまだ禍わざわいの予兆に過ぎなかった。このように日と空とを蔽うた煙の中から、見よさらに濃き煙か雲か、響きをさえ立てながら現われ出て、あまねく地上に匍はいまわるものがある。蝗いなごの大軍である。昔モーセの時代にエジプトを襲うたものといえども、これには到底敵かなうまい。


  　この気味わるき地獄の虫はおのおの地の蠍さそりがもつような力を与えられている。それは一通りならぬ疼痛とうつうの力である。しかもかれらは地の蠍さそりのように、草木を害そこなおうとするのでない。地の草、すべての青きもの、またすべての樹を害そこなうことなく、ただ「額に神の印いんなき人」をのみ害そこなうことを命ぜられている。すなわち神を信ぜぬ人々のみである（信ずる者は天の使いによってその額に印いんせられる――黙示録七の三）。地獄の蝗いなごの使命は、神を信ぜぬ者を刺すにある。


  　しかり、彼らを刺すにある。これを殺すのではない。殺すことは許されない。五月いつつきのあいだ、苦しめるのである。目的は苦痛にあって、死にはない。しかしながら苦痛と死と、いずれが軽くいずれが重いか。少なくとも地獄の蝗いなごの与える苦痛は死にまさるとも劣らないのである。それはあたかも蠍さそりに刺された苦痛に似ている。人々は堪たえかねて死を求めるであろう。けれども死は見出されない。死は逃げ去って、死にたくも死ぬことができない。生きるには余りに堪たえがたき苦痛である。しかも死ぬことは許されないのである。


  　かくも恐ろしき役目を果たすところのその蝗いなごの形は如何いかん。それは小さしといえどもいかめしい。たとえば軍馬のようである。凜りんとして頭をもたげ、今にもいななくかとさえおもう。頭には金に似た冠のようなもの。勝利を象徴して。顔は人の顔に似る。加うるに女の頭髪のような頭髪さえ房々ふさふさと。口をひらけば、獅子の歯のような歯、胸をあらわせば、鉄の胸当のような胸当。それらのものが翼を張って一斉に襲いかかれば、そのひびき何にか譬たとえよう。轟々として戦車幾千地を動かし進むがごとく、戛々かつかつとして軍馬幾万戦闘に馳せゆくがごときである。


  　以上のごとき外形に応じて、最も怖るべきものはその尾である。尾は蠍さそりの尾に似ている。これに刺はりがある。この如何いかがわしき尾にこそ、五月いつつきのあいだ人を害そこなう力が備わっているのである。


  　おそるべき蝗いなごの大軍、それを統べ率いるところの王がある。底なき所の使いである。名をヘブル語ではアバドンといい、ギリシャ語ではアポルオンという。いずれも滅亡を意味する。滅亡を王としていただき、その意を果たさんがために奔走するもの、そういうものが底なき坑あなの蝗いなごである。


  　第五のラッパの審判として、あるいは「第一の禍害わざわい」として、ヨハネが見た幻影は右のようなものであった。これは果たして何を意味するのか。


  　今この一幅いっぷくの絵画が全体として我らに与えるところの総印象を一言するならば、それは物暗さであろう。ここにはすべてが物暗い。明るいものまたは清らかなものはほとんど見当らない。先ず第一には神にそむいて天から隕おちたところの星すなわちサタンである。第二には底なき坑あなすなわち地獄である。次にはそこから立ちのぼる煙である。そうしてそのために暗くかつ穢きたなくなった日と空とである。殊ことにすさまじきものは、煙から出てくる異様の虫である。またそれによって刺される「神なき人々」である。またその人々の堪たえがたき苦痛である。死よりも勝るその苦痛、求むれど逃げ去って得られぬ死。さてはかかる怪しき軍勢を統御する王たる滅亡など。いずれか物暗きものならぬがあろう。


  　まことにみな荒すさんでいる。みな歪ゆがんでいる。みなひねくれている。真直なもの、公明なもの、おおらかなものは一つもない。いかにも悪魔とか地獄とかいうものの勢力に適ふさわしい。


  　これがもし黙示録の九章にあるのでなくして、独立に存在する画であったならば、私はただちにそこに象徴せられる一つのものを想い定めるであろう。何か。いわく、罪である。「罪」を画題として描かれた画に、これ以上のものを期待し得ようか。罪の源はたしかに天の国ではない、底なき坑あなである。これをいだすものは天から隕おちた星である。そうしてこの忌まわしい罪の小虫は日をも空をも、そのほか一切の美しきものを掻き消すところの煙に乗じて、全地にはびこり、すべて神を信ぜぬ人々の胸の中に入りこんでこれを蝕むしばむのである。底なき坑あなよりの蝗いなごのむれは、さしあたりこれを罪の象徴として見て、最も適切であることを覚える。


  　しかしながらここは人の始めの堕落ではなく、世の終わりの審判である。罪なるものの出現を描くべき時ではない。第五のラッパの禍わざわいは、罪そのものではなくして、とにかく罪に対するある審判として見られねばならぬ。


  　しからばいかなる審判か。思うに、罪に対する審判はまず罪そのものである。罪はそれ自らを罰する。我らが神にそむき神から離れるときに、その事自体の中に言いがたき禍わざわいが籠こもっている。愛と生命と光明との源なる神から離れたということ、その事にまさる禍わざわいが何処にあろうか。アダム夫妻は神にそむくと共に彼の面かおを避け、林間に身をかくした。そのとき夫妻の心は真暗であった。カインは弟を殺してのち神のまえに面おもてを伏せた。そのとき彼の心に地獄があった。およそこれらの場合に、罪は自らを罰したのである。神にそむき神から離れるという罪そのものが、同時に罪人に対する必然の審判であったのである。


  　この厳おごそかなる事実は、すべての罪人がみずからの経験によってこれを知っている。しかしながら人はなおこれをごまかすことが出来ないでない。現に多くの人がごまかしている。神なき世界の暗ささびしさに目を閉じ心を硬くし、強しいてこれを意識しないのである。実に今の世にありて最も珍らしきものは、罪そのものを審判として感じ禍害わざわいとして苦しむその正直なる心である。


  　もちろん一たびキリストを受け入れたもの、一切を彼に引き渡したもの、彼にありて生きるものにとっては、もはやこの意識はあり得ない。何となればキリストはかれらの義であるからである。かれらはすなわち「額に神の印いんある人々」である。罪の蝗いなごはかれらの良心を刺すことを許されないのである。かくのごとき人々の胸に、キリストから来るところの大平安がある。たとえ底なき坑あなから何が上って来ようとも、彼らにとって何であろうか。


  　しかしながら最後まで信じないものに至っては、やむを得ない。額に印いんなきものは一度は罪そのものの詛のろいを十分に嘗なめることがなければならぬ。罪人は罪の酒杯の苦さを味わわねばならぬ。ここにおいてか第五ラッパの審判がある。その時こそ罪は罪らしく自らを罰するであろう。底なき坑あなからの蝗いなごが、蠍さそりのごとき尾を揮ふるうて、罪人の良心を刺すであろう。その痛みに比べては、死さえ甘くあるであろう。しかしそのとき死を求めても死は得られぬであろう。かくて神への従順を拒むものは、ついにその代価のいかに廉やすからぬかをさとるであろう。罪は戯れではない。その中にこれだけの真剣味がある。何人も嘲りすますわけにはゆかない。


  



  一四 騎兵二億


  



  　第六の天使がまたラッパを吹いた。


  　場面は再び天である。神の前なる金の香壇のほとりである。その四つの角から声がきこえる。いわく「大いなるユウフラテ川の辺ほとりに繋つながれおる四人の天使を解き放て」と。ラッパをもつ第六の天使にむかっていう言ことばである。


  　大いなるユウフラテ川はイスラエルの郷国きょうこくの最も重要なる辺彊へんきょうの一つである。しばしばそこからアッシリアまたはバビロン勢が大洪水のようにパレスチナに押し寄せた。そうして多くの場合にそれらの洪水はイスラエルに対する神の審判であった。恐らく神はユウフラテ川の辺ほとりにひとりの天使を繋つなぎ置いて、時満つる毎にこれを解き放ちもって審判の洪水をパレスチナに送りたもうたのでもあろう。あたかもそのように、ヨハネは今見たのである、人類の世界のある重要なる辺彊へんきょうに当て、四人の天使が繋つながれておることを。彼らは時満つると共に解き放たれて、恐るべき洪水を全地の民に送ろうとする。しかも今やその時が差し迫ったらしい。何となれば「解き放て」との命令がすでに出たから。


  　かくていよいよその時その日その月その年が到来した。四人の天使は解き放たれた（彼らは人の三分の一を殺さんために備えられていたのであった）。


  　たちまち押し寄するはいかなる大洪水か。見よ驚くべき騎兵の大集団！その数無慮むりょ二億と註せられる（ヨハネは正確にその数を聞いたという）。


  　天から地まで、真正面に、まっしぐらに、切って落とすように進軍し来たるその馬よ、その騎手よ。騎手は胸を、馬は頭と口とをこの方に向けて。


  　遥かに望めば、さながら猛火の軍勢のようである。けだし騎手の胸当は赤き火を頂にして、青煙と硫黄とこれにつづく。馬の口から吐き出される気もまた同様、煙を中に火と硫黄である。ひそむは硫黄、挙がるは焔。およそ前に当たるほどのものをことごとく焼き尽くすまでは、自ら燃え尽きることなき永遠の火と覚おぼしい（馬の頭は獅子の頭に似ている）。


  　かくてその全地を席巻しゆくや、馬口から発する三つの苦痛、すなわち火と煙と硫黄とに触れて、人また人は斃たおれ、遂に全人類の三分の一に及ぶ。ただし馬の力は前なる口のほかなお後なる尾にもある。尾は蛇のごとく、頭があって、人を害そこなう。


  　かくのごときがヨハネの見た第六ラッパの審判の幻影であった。そうして第五ラッパの審判が第一の禍害わざわいと呼ばれるに対し、これは第二の禍害わざわいと称えられる。しからば第二の禍害わざわいの意義如何いかん。


  　試みにこれを第一の禍害わざわいに比べてみよ。そこには著るしき対照があることを見いだすであろう。底なき坑あなに代えて聖座みくらのまえなる金の香壇である。サタンに代えて四人の天使である。坑あなから立ちのぼる煙とその煙の中から出てくる怪しき小虫の群れに代えて、天から驀進ばくしんしてくる騎兵二億である。死にさえまさる蠍さそり のごとき苦痛に代えて、焼きつくす火である。


  　もし第一の禍害わざわいの特徴が陰暗と歪曲と複雑とにあったとするならば、第二のものは公明である、正大である、単純である。二者はただ禍害わざわいであることにおいて、すなわち罪人への審判であることにおいて一致するのみ。


  　我らは第一の禍害わざわいの意味を解して、罪がみずからを罰するのであるというた。すなわちそれは罪自体に内在するところの禍害わざわいである。罪人が罪そのもののために悩まされる悩みである。


  　しかし罪を原因とする禍害わざわいはそれに尽きないのである。罪はみずからを罰するが、その上になお神は罪を罰したもう。前なる審判は罪自体に内在する。後なるものは更あらためて外からくる。すなわち天からくる。前なるものは良心の自己苛責かしゃくである。後なるものは滅亡そのものである。罪は罪みずからの悩みによって消滅しない。ただ神の審判によって処分せられる。アダム夫妻はまずその心を暗くして神を避けた。しかし神は彼らを尋ねいだして、労苦と死とをこれに負わせたもうた。


  　神は罪を罰したもう。何となれば罪はあるまじきものであるからである。神の統治したもう世界に、何があることを許されても、罪だけは許されない。この曲れるもの、この暗きもの、この神の聖に逆らうものは、これを根こそぎ処分したもうまで、神は決して休みたまわない。


  　そうして罪に対する神の正しき審判は、かつて一たび完全に現われたのであった。かのゴルゴタの丘の上に、罪なき人の子をして「わが神、わが神、何ぞ我を棄てたもうや」と叫ばしめたところのその禍わざわいこそは、まさしく全人類の上に天から降くだった審判そのものであった。人はややもすればキリストの十字架上の苦悶を怪しむ。殊ことにこれを釈迦またはソクラテスの最期に比較して、解しがたいとなすものが少なくない。何という愚かさであろう。キリストのほかに誰が世の罪を負うたか。罪の人類への神の審判がどうして尋常なるものであり得たか。イエスがあのように死んでくれたればこそ、罪びと我らの赦さるべき理由ができたのではないか。イエスは十字架の上に我らに代わって、天よりの火と煙と硫黄とに曝さらされてくれた。このゆえに我らは彼を受け入れる限り、もはや罪の審判にあずかるべき虞おそれがない。我らの審判はすでに果たされた。キリストにおいて果たされた。我らは彼において、十字架につけられたる自己を見る。


  　残れる問題はキリストを受け入れない人々についてである。彼の受けた審判を自分のものと見て、心からアーメンを唱えざるかぎり、その人々の審判はいまだ果たされないのである。何となれば彼らとキリストとの間に結び付きがないからである。すべてキリストを信じないものは、早晩みずから審判さばかれねばならぬ。


  　いわゆる第二の禍害わざわいはすなわちそれである。罪人であってキリストを信じない者が、そのまさに受くべきものを今や受けるのである。神はかつて十字架の上に人の子をうち砕きたもうたように、今や熱火の騎兵を天から送って、彼らをふみにじりたもう。


  　しかしながらこれすらまだ最後の禍害わざわいではない。もう一つの、さらに烈はげしきものが残っている。


  　この苦痛によって殺されなかった残りの人々はどうしたか。かれらは厳かなる審判のまえに心を慄ふるわせて、ついに神に立ち帰ったか。


  　否「残りの人々はおのが手の業を悔い改めずして、なお悪鬼を拝し、見ること聞くこと歩むこと能あたわぬ金銀銅石木の偶像を拝せり。又その殺人ひとごろし、呪術まじわざ、淫行、窃盗せっとうを悔い改めざりき」とある。何という頑かたくなさであろう。しかしそれが人の心である。審判を見たからとて人は悔い改めない。かえってますます心を頑かたくなにする。震災後の現代日本を見よ。ひたと思い当たるではないか。


  　悔い改めを安価に見積って、軽々しく百万救霊とか神国運動とかを提唱するものは、誰であるか。一人の霊魂が神に立ち帰るは、決して容易な事ではない。それは断じて人の力で出来る事ではない。伝道師の説教や何々連盟の運動などによって出来る事では断じてない。ただ神のみこれを果たしたもう。彼みずから恩恵の手をのべて引きたもうのでなければ、誰人のたましいが救われようか。


  



  一五 神の奥義は成就せらるべし


  



  　一九三〇年二月九日早朝、集会のために病臥びょうがのまま自ら執筆して代読せしめたるもの（編者）


  
    我また一人の強き御使いの雲を著きて天より降くだるを見たり。その頭かしらの上に虹あり、その顔は日のごとく、その足は火の柱のごとし。その手には展ひらきたる小さき巻物をもち、右の足を海の上におき、左の足を地の上におき、獅子の吼ゆるごとく大声に呼ばわれり。呼ばわりたるとき七つの雷霆いかづちおのおの声を出せり。七つの雷霆いかづちの語りし時、われ書き記さんとせしに天より声ありて「七つの雷霆いかづちの語りしことは封じて書き記すな」と云うを聞けり。（黙示録一〇の一～四）

  


  　ラッパを持てる七人の聖使みつかいのうち六人までが、すでにこれを吹きました。そうして自然と人とに対する恐ろしい審判さばきが行われました。けれどもそれはまだある程度までの審判に過ぎませんでした。もっと恐ろしい事が続いて起ころうとしています。


  　その時ヨハネは一つの事に気が付きました。第七の天使がまだラッパを吹かない先です。何か新しい光が彼の目の前に動きます。何かと見てありますと、それは別の一人の天使です。特別に、強い天使です。多分ミカエルかガブリエルの中の一人でしょう。身には黒雲を衣の様に纏まとうています。頭の上には美しい虹があります。黒雲と虹、どう見てもそれは審判の恐ろしさの中に現われる憐憫を象徴します。厳粛にしてしかも慰めに富んだ光景です。我々の人生の最も深い現わし方です。段々近づくのを見ますと、その顔は日のように輝いています。そうして足は火の柱の様に燃えています。見るからに厳かな威光に充みちた様子であります。片手には何かものを持っています。小さい巻物の様です。何が書いてあるか分りませんがしかし前に見たものの様に封印を施してありません。開いたままです。直すぐに示されようとする啓示でありましょう。


  　やがて地におり立ちますと、両足を開いて、右を海の上に、左を地の上に踏み立てました。海と地と、すなわち全地に関わる音信おとづれを携えて来たものに相違ありません。


  　斯様かように物々しい姿勢を取ったのち、彼は大声に呼ばわりました。その声は言葉ではなくて何かの合図であったらしくあります。多分世界中の注意を喚び起こそうとしたのでしょう。獅子の吠える様な、幅広くかつ奥深い音信おとずれでありました。


  　この天使がかように叫びますと、天の方からその反響のようなものが聞こえました。それは七つの雷霆いかづちが各々声を出したのでありました。天使の合図に応じて何か意味深いことを言うたのでありました。ヨハネには一つの意味がよく分りました。それゆえ早速ペンをインクに浸して書き記そうとしました。するとまた天から声があって「七つの雷霆いかづちの語ったことは封じて書き記すな」と云いました。何故ですか分りません。しかし兎に角この言葉はこれを地上の人達に伝えることは適ふさわしくなかったと見えます。そういう事が沢山にあるのであります。神様の方ではちゃんと立派な説明がおありになる事でありながら、我々人間の小ささ弱さのゆえに、かの時までは封じてお示しにならない事柄が沢山にあるのであります。それはお知らせにならない事が聖旨みむねなのですから、我々は強しいてこれを知ろうとすべきではないと思います。神様は必要なだけ適当なだけを我々にお与えになります。その量りを超えて神の秘めたもうものを解こうとするは、信頼する者の態度でありません。今はよく分らぬがしかし何か理由のあることに相違ない、かの日にはきっと皆分らせて戴けるであろう、そう信じてお委まかせすべきであろうと思います。


  
    かくて我が見しところの海と地とに跨またがり立てる御使いは天にむかいて右の手を挙げ、天およびその中に在るもの、地およびその中にあるもの、海およびその中にある物を造りたまいし、世々限りなく生きたもう者を指し、誓いて言う「この後のち、時は延のぶることなし。第七の御使いの吹かんとするラッパの声の出いづる時に至りて、神の僕なる預言者たちに示したまいしごとく、その奥義は成就せらるべし。」（黙示録一〇の五～七）

  


  　ヨハネは筆をやめて、なおも見ていました。その海と地とに跨またがり立つ荘厳なる天使はやがて天に向かって右手をあげました。それは神を指して誓うのでありました。神すなわち天とその中にあるもの、地とその中にあるもの、海とその中にあるもの、およそ宇宙間の一切を創造したもうたその方です。そうして世々限りなく生きたもうその方です。この万物の創造者であり、永遠の存在者である方を指して誓いながら、天使は申しました。


  
    「この後のち時は延ぶることなし。

    第七の天使の吹かんとするラッパの声の出いづるその時に

    神の奥義は成就せらるべし、

    彼の僕しもべなる預言者たちに示したまいしごとく。」

  


  　この一つの音信おとずれを万国の民に向かって、否、天地万物に向かって宣べんがために、この天使は遣わされたのでありました。


  　これは何と云う心強い音信おとずれでありましょう。「もう待たなくてもよいぞ。今すぐ第七の天使がラッパを吹き初めるのだが、そのラッパの第一声が鳴り出すその時に、待ちに待った神様の奥義、すなわち宇宙人生にかかわる彼の目的の全部が、完全に成就するのだ。それは旧約の預言者や新約の使徒たちにお示しになったその通りに」。どうです、これらの言葉があなた方の胸に響きませんか、応こたえませんか。これは譬えば高山に登るものが麓から一合目二合目と喘ぎつつ辿って来まして幾度か疲労のために倒れようとしながら苦しい忍耐を続けて来ますと、いきなり案内者が声を出して「さあ来ましたよ、すぐその上に見える岩を越すとそれが頂上です。」と云うてくれるその音ずれです。あるいは痛ましい陣痛に悶えてまだかと待ち焦がれた産婦に向かって産婆が喜ばしげに「さあ赤さんがお生まれになりましたよ。」と告げるその音信おとずれです。登山の苦しみ、産みの苦しみを嘗なめないものには意味が出ますまい、しかしこれを嘗なめたものにとってはこれほど嬉うれしい音信おとずれはないはずです。


  　思うに我々の神様は約束の神様です。彼は始めから人類と契約を結んであるものを約束としてお与えになりました。罪を犯したアダムには「女の末が蛇の頭かしらを砕くであろう」ことを約束せられました。選ばれたアブラハムには「汝の子孫によって万国の民が福祉さいわいを得るであろう」ことを約束せられました。エジプトに悩んだイスラエルの民には「乳と蜜との流るるカナンの地に導き入れるであろう」ことを約束せられました。すべてそういう風です。後にはダビデや預言者たちを通して様々の輝かしい約束が与えられました。旧約聖書は約束の歴史です。否旧約に限りません、新約もまた同様です。イエスによりまた使徒たちを通して有あらゆる約束を与えられました。実に文字通り旧新約は旧ふるき新しき約束より外ほかのものではないのであります。旧ふるき新しきといいますが、要するに一つのものに帰着します。つまり神の国の実現です。聖国みくにの来ることです。神みずから人の間に幕屋を張りたもうことです。人の目から涙がことごとく拭われることです。旧約も新約もこの事に尽きます。そうして神の約束は人の側から見ればすなわち希望であります。モーセもダビデもイザヤもエレミヤも皆望みました。パウロもヨハネも、アウガスチンも、ダンテもルーテルもミルトンも、皆望みました。彼らは皆希望を懐いだいて死にました。いまだ約束のものを受けませんでしたが遥かにこれを望み見て、地上では自ら旅人また寓やどれる者であると思いさだめました。彼らの慕う所は天にある永遠の都でありました。それの来たらん日を待ち望みました。それが彼らの生涯の全部でありました。


  　我々にとっても同じことです。少なくとも私はそうです。私の神は約束の神です。私も神様の声を度々聞きました。その度毎に神様は私に未来の完全なるものを約束して下さいました。私はそれを信じて、待ち望んでいます。私の生涯も希望する外ほか何でもありません。


  　それゆえにもしこの神様の約束が成就しないならば、我々キリスト者の生涯は実に空しいものです。こんなつまらぬ事はありません。一切を未来の希望にかけているのでありますから、それが実現しない位ならば何のための生涯でしょう。一切空です。パウロの言うた通りです。「我らこの世にありキリストによりて空しき望みを抱くに過ぎずば、我らはすべての人の中にて最も憫あわれむべきものなり」と。


  　すなわち我々の生涯は冒険の生涯です。最大冒険です。しかしそこに信仰の信仰たる所以ゆえんがあるのであります。神様のお言葉であるから、満腔の信頼をもってこれを信ずるかどうか。神様のお約束であるから、絶対無条件にアーメンを唱えてこれを受け入れるかどうか。アブラハムのように望むべくもあらぬ時になお望みて、不信をもて神の約束を疑わず、信仰によりて強くなりて神に栄光を帰し、その約したまえることを成し得たもうと確信するかどうか。ただこれだけです。これの出来るものがその信仰を義と認められるのです。人間のなし得る正しき事はこの一つより外ほかありません。


  　しかし実際においてはなかなか困難です。神様は急ぎたまいません。その車は廻るに遅くあります。我々の希望は幾度か空しくなるように見えます。我々はあせります、悶えます、心を暗くします。


  　神様は我々の弱きを御存じです、そうして深い御同情をもって見て下さいます。それゆえに我々の足が躓き倒れぬよう、時としてそのお使いをお遣わしになります。そうして約束は決して空しくなったのではない、必ず時が来て成就すると保証したまいます。預言者ハバククもその声を聞きました、曰く「この黙示はなお定まれる時を待ちてその終わりを急ぐなり。偽りならず。もし遅くあらば待つべし。必ず臨むべし、滞とどこおりはせじ。」（ハバクク二の三）。ヘブル書記者も云いました、「されば大いなる報いを受くべき汝らの確信を投げすつな。汝ら神の聖意みこころを行いて約束のものを受けんために必要なるは忍耐なり。いま暫くせば来たるべきもの来たらん、遅からじ。」（へブル一〇の三五、三六、三七）と。


  　我々もまた同じ事を経験します。我々のためにも強き天使が雲と虹とに包まれながら天から降おりて来ます。そうして聖書の言ことばと世界の歴史とを指して誓いながら云います「疑うな、ただ信ぜよ。神様の約束はきっと成就する。決して間違いはない」と。私は度々この声を聞きました。それは本当に有難ありがたい音信おとずれです。私はただ涙をもって答えます「アーメン」と。これが私の信仰であります。これが私の生涯であります。


  



  一六 天上の争闘


  



  
    かくて天に戦争いくさおこれり。ミカエル及びその使いたち竜たつとたたかう。竜たつもその使いたちもこれと戦いしが、勝つことあたわず、天には早はやその居おる所なかりき。かの大いなる竜たつすなわち悪魔と呼ばれ、サタンと呼ばれたる全世界をまどわす古き蛇は落され、その使いたちも共に落されたり。我また天に大いなる声ありて、「我らの神の救いと能力ちからと国と神のキリストの権威とは、今すでに来たれり。我らの兄弟を訴え、夜昼我らの神の前に訴えるもの落されたり。しかして兄弟たちは羔こひつじの血と、己が証しの言ことばとによりて勝ち、死に至るまで己が生命いのちを惜しまざりき。このゆえに天および天に住める者よ、よろこべ、地と海とは禍わざわいなるかな、悪魔おのが時の暫時しばしなるを知り、大いなる憤りを懐いだきて汝等のもとに下くだりたればなり」というを聞けり。（黙示録一二の七～一二）

  


  　大いなる竜がある、その使いたちがある。竜は悪魔またサタンと呼ばれる。彼は全世界をまどわす古き蛇である。すなわち古き昔、最初の人を堕落せしめたと伝えらるる力強き誘惑者である。しかして今に至るまで彼は夜昼われらを神の前に訴えてやまざる者であるという。


  　我等の聖書はかくのごとき者の責任を説き、これに対して備えすべきことを切しきりに警告する。しかるに多くの人、殊ことに近代の人は信じない。聖書を尊重する人すらこれを信じない。有名なるクラークの『神学綱領』のごとき、この問題に関し一たびも言及するところがないということである。しかし人はいざ知らず、少なくとも私はサタンの実在を信ぜざるを得ない。私の心霊的実験がそれを証明するからである。例えば、私が自分のうちにある或る罪を征服せんと欲して、堅く決意し、自ら励まし、力を尽くしてこれと闘うも、憐れむべき敗北を繰り返すに過ぎざること多きは、なぜであるか。あるいは間違いてもこの罪だけはと思うようなるものに、時として誘わるることあるは、なぜであるか。あるいはわがこころ一度ひとたび軌道を踏みはずせば、良心あり理解あり常識ある人間としては思いも及ばぬほどの恐ろしき残酷性、虚偽性等を発揮することあるは何故であるか。およそこれらの経験を単なる人間の弱さ、無知、または環境の不調和というがごとき淡泊なる原因に帰し得るか。何かは知らず、ある本質的に善にそむくところの意思、人間以上の、強大なる悪の人格者の存在を想像することなしに、この謎を解き得るか。


  　悪魔の原語は「謗そしる者」を意味する。彼は第一に人のまえに神を謗そしる。人をして神の愛を疑わしめ遂に彼にそむいておのが途みちに迷い往かしめる。すべての罪ここに生まれる。我らがいかばかり意思を鍛錬し、自己の力をもって罪に打ち勝たんとするもあたわざるはこれがためである。我等とは比べがたき強大にして狡猾なる者が我等を誘うからである。彼は我らを麦のごとくに篩ふるう。その恐ろしさを思う毎に我らの道徳的努力は冷えかつ縮む。


  　しかし大いなる悪の人格者の活動はここに止とどまらないのである。彼は謗そしりまた謗そしる。彼は人のまえに神を謗そしると共に、また神のまえに人を謗そしる。唯にかのヨブの場合に見たるごとく、無実の罪を謗そしるのみならず、また現実の罪を訴える。「夜昼われらの神のまえに訴える者」とあるとおりである。来たりて自ら我らを誘い、我らをして罪を犯さしめつつ、ひるがえりてその一々の罪につき我らを神に訴える。


  　神はもちろんいかなる誹謗者または告訴者のためにも動かされない。サタン素もとよりその事を知る。しかるにも拘わらず彼が神の前に出いづるは、矢張りそれによって直接に間接に人の心を冷やさんがためである。判官たとえ動かずとも、峻烈なる検事の論告は、被告の良心を脅かすこといかばかりぞ。我ら罪を犯す。しかして神は隠れたるにことごとくこれを見たもう。そのうえ我らを誘いし者みずから往きて彼の前に一々我らを訴えるとき、我らの心萎なえざるを得ようか、我らの望み薄れざるを得ようか。


  
    念仏もうしそうらえども、踊躍ゆやく歓喜のこころ、おろそかにそうろうこと、……いかにとそうろうべきにてそうろうやらんと申しいれてそうらいしかば、親鸞もこの不審ありつるに、唯円房おなじこころにてありけり云々。（歎異抄）

  


  　唯円房が経験し親鸞が経験したるこの不審を、多くのキリスト者もまた経験する。神を信じながら、何ゆえにか、時として踊躍ゆやく歓喜のこころ衰え、わがたましい力なくうなだるるのである。ルーテルにさえこの経験は決して稀まれでなかった。


  　それは何ゆえか。「よろこぶべきこころをおさえてよろこばざるは煩悩の所為なり」と親鸞は自ら答え、しかしてかくのごとき煩悩具足の凡夫なればこそ、「いよいよ往生は一定いちじょうとおもいたもうべきなり」と励ましている。しかしながらかかる深刻なるさびしみは、果たしてただ我らのうちにある煩悩の所為たるに過ぎないか。さらに深き何ものかを我らは意識しないか。恐らくそれは、聖座みくらのまえに我らを訴える者の声が特別に高調に達したとき、何となくその消息を感知しての失望ではあるまいか。言いかえれば、天におけるサタンの鋭き告訴の反映ではあるまいか。同じ経験のうちに、「他力の悲願はかくのごときの我らがためなりけりと知られて、いよいよ頼もしくおぼゆるなり」と言いて済ませし親鸞と、「いざ、我ら詩篇をうたいて悪魔を駆逐せん」と言いつつ天の処にある悪の霊に向かいて神の言ことばを投げかけたるルーテルと、そのいずれにおいて、我らはよりふかく霊界の実在に触れたるたましいを見いだすか。


  　サタンは神のまえに我らを訴える。自ら誘うて我等を堕落せしめながら、その罪のゆえに峻烈に我らを訴える。訴え、また訴える。きのうもきょうも、夜も昼も、かの人知れぬ汚き念おもいについても、この偽りの一言についても。しかして彼自身がその誘惑者であれば、全知の神に次いで我らの罪を知悉ちしつする者は実に彼である。ああこの者にかくのごとく訴えられて、我らいかにして堪こらえようか。


  　しかしながら我らは失望しない。この大いなる告訴者が、我らのもろもろの罪を捉えていかに鋭く攻撃するとも、なお安全なるひとつの城砦が我らのために備えられてある。その中にだに身を寄せんか、見よ、奇しくもサタンの矢はみな跳ね返されて、我らは微傷をも負わないのである。多くの恐るべきまた慚はずべき罪にも拘わらず、この城砦に寵こもりて、我らの良心は永遠の平安に住むことが出来る。


  　「羔の血」、キリストの死！私はここに更あらためて贖いを説くまい。ただ全く聖かりし人の子のあのようなる死という一つの事実のうちに、いかばかり深き意義のひそめるかを再び注意するにとどめる。かかる事実なかりせば遂に解きがたき大いなる謎が、いかに多く人生に存在することよ。贖いの神学的説明は学者にゆずる。一事は如何いかんともすることが出来ない。キリストの死こそは人生永遠の矛盾を解くべき唯一の鍵である。羔の血は実に人間の心臓そのものの要求である。


  　羔の血によって安全に支払われし義のゆえに、我らの負債おいめはいかに重くとも一切抹殺せられるとは何という嘉よき音信おとずれであるか。およそ新衣をまとい、新居にうつり、新年を迎えるだに、我らが喜びである。けだし穢けがれたる又は傷つける古きものを一々修理するにあらずして、根本的にこれを葬り去り、しかして全然新らしき立場にたち得るところに、言いがたき福さいわいを感ずるからである。まして我らの霊的生命が、そのすべての悪しき記憶を忘却の海に投げ棄て、あらたに創造せられし黎明の新鮮さをもって神のまえに立ち得るの福さいわいよ。


  　サタンの鋭き告訴に対して我等を天に守る大いなる弁護者がある。天使の長ミカエルである。彼は聖座みくらのまえにサタンと争い、羔の血のゆえに我らを弁護する。思い見よ、我らが限りなき罪をことごとく暴露して、大小の砲銃を乱射するサタンおよびその使いたちに対して、羔の血の城砦に拠りすべての攻撃を一蹴し去るミカエルおよびその使いたち。ああ何と壮烈なる天上の争闘ぞ。かくのごとくにして我らは誼のろわれ、またかくのごとくにして我らは防がれる。


  　ダンテが煉獄浄罪の山にて出遇いしブオンコンテは、おのが最期について語る。彼はアルノ河のほとりに戦死したのである。


  
    ……ところに私は喉を貫かれ、徒歩にて逃げ、

    平野を血に染めて達した。

    ここに私は眼くらみ、マリアの名を

    となえつつ言葉を終え、またここに

    斃たおれてわが肉がひとり残った。

  


  　生涯不信のままにて過ごせし彼は、最後の一瞬間に悔い改めてその信仰のこころを表白した。


  
    ……神の天使が私を捉えた。すると

    地獄の使いが叫んだ、「おお天上の汝、何故私を掠かすめるか。

    わずか一滴の涙のため彼を私より奪い

    その永遠の分を汝は携え去る云々」

  


  　神の天使はミカエルの使いである、地獄の使いはサタンの使いである。罪の一生を送りし者いま世を去る。サタンの使いはもちろんこれも己がものとして地獄に運ぼうとする。しかるにミカエルの使い、先んじて来たり、捉えて天国の方へと携えゆく、最後一瞬間の信仰を理由として。まことに地獄の使いの呟つぶやくとおり、僅わずか一滴の涙のために、神の使いは彼をサタンより奪いてその永遠の分を携え去るのである。一滴の涙よく永遠の分を左右する。何のゆえにか。羔の血のゆえにである。一たび羔の血にひたりて、我等の衣ことごとく白くせられる。ミカエルおよびその使いたちはこれによりて我等を護る。


  　サタンに備うべき城砦としては、羔の血あるをもって足る。ほかに何をも要しない。しかし羔の血に対する一滴の涙のために、天使をして我等を携えしむる神は、また我等がすべての労苦を記憶したもう。神の愛と義とのために我らが尽くすところのささやかなる奉仕、貧しき者に給する一杯の冷水をさえ神は忘れたまわない。「しかして兄弟たちは羔の血とおのが証しの言ことばとによりて勝ち、死に至るまで己が生命いのちを惜しまざりき」。告訴者が提出する限りなき罪は、羔の血のゆえにことごとくこれを忘れ、かえって弁護者のすすむる僅わずかばかりの証しの言ことばと死に至るまで惜しまざる生命いのちとを、神は漏れなく天の書に録しるして、永遠の報償の理由となしたもう。


  　羔の血ありて、天上の争闘は竜の敗北に終わらざるを得ない。敗北すなわち没落である。竜とその使いたちとはキリストの死以来すでに居る所を天に失うて、地に落されたと同様である。彼ら訴えるといえども神もはや耳を傾けたまわない。「誰か神の選びたまえる者を訴えん。神はこれを義としたもう」（ロマ八の三三）。このゆえに天および天に住める者よ、よろこべ。羔の血を信ずる者よ、心を安くせよ。なんじらの救いは確実である。これを脅おびやかし得る者とてはない。
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